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お買い上げの製品について、上記 URL 「お客様のページ」でお客様登録を 
お願いしまず。 

この「お客様のページ」は、お客様とのコミュこケーシヨンを目的とした 
ウェブサイトでず。新規登録されたお客様には ID • パスワードを発行させて 
いたださ、新製品のカタ□グや取扱説明書のダウン□ー ド、メールマガジン 
の購読など各種サービスをご利用いただけまず。 


取扱説明書 




他機器の操作 


その他 


お使いになる前に各部の名称とはたらき 接続 基本操作 応用操作 



このたびは、パイオこアの製品をお買いホめいただきましてまことにありびとうございます。本機の性能を十分に 
発揮させて効果的にご利用いただくために、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に「安 
全上のごを意」は必ずお読みください。なお、「取扱説明書」は、「保証書」と一緒に必ず保管してください。 


をま±のご;ま急 (給表示について) 


この取扱説明書および製品への表示は、製品を 
安全に正しくお使いいただき、あなたや他の 
人々への危害や財産への損害を未然に防止する 
ために、いろいろな絵表示をしています。その 
表示と意味は次のよラになっています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みくださし、。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをする 
と、人び死 t または重傷を負う可能性び想定さ 
れる内容を示しています。 


給表示の例 

A A 記号はま意(警告を含む）しなければ 
な5ない内容であることを示していま 
す 0 

図の中や近くに具体的なま意内容(左図の 
場合は感電ま意)が描かれています。 

0記号は禁止(やってはいけないこと） 
を示しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図 
の場合は分解禁止)び描かれています。 



A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをする 
と、人び損害を負ラ可能性び想定される内容お 
よび物的損害のみの発生び想定される内容を示 
しています。 


處 


• 記号は行動を強制したり指示する内 
容を示しています。 

図の中や近くに具体的な指示内容(左図 
の場合は電源プラグをコンセントか5巧 
け)び描かれています。 


A 警告 


異常時の処置 


•万一煙び出ている、変なにおいや音び 
するなどの異常状態のまま使用すると 
乂災-感電の原因となります。すぐに 
機器本体の電源スイッチを切り、必ず 
一 電源プラグをコンセントから抜いてく 

ださい。煙び出なくなるのを確認して 
販売店に修理をご依頼ください。お客 
様による修理は危険ですから絶対おや 
め < ださい。 


•万一本機を落としたり、カバーを破 
fs ^ 損した場合は、機器本体の電源ス 

イッチを切り、電源プラグをコンセ 
ントから抜いて販売店にご連絡くだ 
一 さい。そのまま使用すると乂災•感 

電の原因となります。 


• 万一内部に水や異物等び入った場合 
は、まず機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜い 
プラグを巧け て販売店にご連絡<ださい。そのまま 
使用すると乂災-感電の原因となりま 
す。 
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設置 


處 

プラグを巧け 


• 電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金属物び付 
着している場合は、電源プラグを抜いてから乾いた巧 
で取り除いてください。そのまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。 




• 付属の電源コードは本機でのみ使用することを目的と 
した専用品です。他の電気製品ではご使用になれませ 
ん。他の電気製品で使用した場合、発熱により乂災 • 
感電の原因となることびあります。また電源コードは 
本製品に付属されているもの！;!外は使用しないでくだ 
さい。他の電源コードを使用した場合、本機の本来の 
性能び出ないことや、電流容量不足による発熱により 
乂災-感電の原因となることびあります。 


0 


• 電源コードの上に重い物をのせたり、コードび本機の 
下敷さにならないよラにしてください。また、電源 
コードび引っ張られないようにしてください。コード 
び傷ついて、乂災•感電の原因となります。コードの 
上を敷物などで覆うことにより、それに気付かず、重 
い物をのせてしまラことびあります。 


Q 

100 vum 禁止 


• 表示された電源電圧(交流1日□ボルト日0/60 Hz ルソ 
外の電圧で使用しないでください。乂災•感電の原因 
となります。 


Q 


• この機器を使用でさるのは日本国内のみです。船舶な 
どの直流 ( DC ) 電源には接続しないでください。乂災 
の原因となります。 


使用方法 



水めれ禁止 


• 本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や 
水などの入った容器またはルさな金属物をおかないで 
ください。こぼれたり、中に入った場合、乂災•感電 
の原因となります。 



• めれた手で(電源）プラグを抜さ差ししないでくださ 
し、。感電の原因となることびあります。 


めれ手禁止 


0 


• 放熱をよくするため他の機器、壁等から間隔をとり、 
またラックに入れる時はすさ間をあけてください。ま 
た、次のよラな使い方で通風孔をふさびないでくださ 
し、。内部に熱びこもり、乂災の原因となることびあり 
ます。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

一押し入れなど、風通しの悪い狭いところに押し込む。 
-► じゅラたんやふとんの上に置く。 

^テーブルク□スなどをかける。 


0 


• 本機の通風孔などから、内部に金属類や燃えやすいわ 
のなどを差し込んだり、落とし込んだりしないでくだ 
さい。乂災•感電の原因となります。特にお子様のい 
るご家庭ではごミち意ください。 


分解禁止 


• 本機のカバーを外したり、改造したりしないでくださ 
し、内部には電圧の高し鄉分びあり、乂災•感電の原 
因となります。内部の点検-整備-修理は販売店にご 
依頼ください。 


使用環境 



水めれ禁止 


この機器に水び入ったり、めらさないようにごミち意く 
ださい。乂災•感電の原因となります。雨天、降雪 
中、海岸、水辺での使用は特にごミち意ください。 



風呂場、シャワー室等では使用しないでください。乂 
災•感電の原因となります。 


風呂場 • シャワ ー 
室での使用禁止 


0 


• 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げた 
り、ねじったり、引っ弓長ったり、加熱したりしないで 
ください。コードび破損して乂災-感電の原因となり 
ます。コードび傷んだら(お線の露出、断線など)、販 
売店に交換をご依頼ください。 


〇 

接触禁止 


• 雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラグには触れな 
いでください。感電の原因となります。 


A 注意 


設置 


〇 

必ず行う 




0 


電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込んで 
ください。差し込みび不完全ですと発熱したり、ほこり 
び付着して乂災の原因となることびあります。また、電 
源プラグの刃に触れると感電することびあります。 

電源プラグは、根元まで差し込んでをゆるみびあるコン 
セントに接続しないでください。発熱して乂災の原因と 
なることびあります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置 
かないでください。落ちたり、倒れたりしてけびの原因 
となることびあります。 


0 

禁止 

A 

を意 

A 

ま意 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気あるいはほ 
こりのをい場所に置かないでください。乂災 • 感電の原 
因となることびあります。 

テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に機器を接続す 
る場合は、各々の機器の取扱説明書をよ < 読み、電源を 
切り、説明に従って接続してください。また、接続は指 
定のコードを使用してください。 

電源を入れる前には音量を最小にしてください。突然大 
さな音び出て聴力障害などの原因となることびありま 
す。 
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Q 

禁止 

Q 


本機の上に重いわのや外枠からはみ出るよラな大さな 
をのを置かないでください。バランスびくずれて倒れ 
たり、落下してけがの原因となることびあります。 


A 

ミち意 


•へッドホンをご使用になる時は、音量を上げすざない 
ようにごを意ください。ちを刺激するよラな大さな音 
量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えるこ 
とびあります。 


本機の上にテレビを置かないでください。放熱や通風 
び妨げられて、乂災や故障の原因となることびありま 
す。（取扱説明書でテレビの設置を認めている機器は 
除さます。） 


运 

プラグを巧け 


旅行などで長期間、ご使用にならない時は安全のため 
必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 


0 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らないで 
ください。コードび傷つさ乂災-感電の原因となるこ 雨 

とびあります。必ずプラグを持って抜いてください。 巧旭 


Q 


電源コードを熱器具に近づけないでください。コード 
の被ふくび溶けて、乂災•感電の原因となることびあ 
ります。 


Q 


指定!;(外の電池は使用しないでください。また、新し 
い電池とちい電池を混ぜて使用しないでください。電 
池の破裂、液ちれにより、乂災•けびや周囲を汚損す 
る原因となることびあります。 


运 

プラグを巧け 


移動させる場合は、電源スイッチを切り必ず電源プラ 
グをコンセントから抜さ、外部の接続コードを外して 
から、行ってください。コードび傷つさ乂災•感電の 
原因となることびあります。 


A * 電池を機器内に挿入する場合、極 I ’生表示(プラスけ)マ 
イナス(一)の向さ)にを意し、表示通りに入れてくださ 
し、。間違えると電池の破裂、液もれにより、乂災•け 
ま意 びや周囲を巧損する原因となることびあります。 


0 


• 本機の上にテレビやオーディオ機器を載せたまま移動 
しないでください。倒れたり、落下してけびの原因と 
なることびあります。重い場合は、持ち運びは2人1；( 
上で行ってください。 


A 

ま意 


• アンテナエ事には技術と経験び必要ですので、販売店 
にご相談ください。 

一送配電線から離れた場所に設置してください。アンテ 
ナび倒れた場合、感電の原因となることびあります。 
一目 S 、 CS 放送受信用アンテナは強風の影響を受けやす 
いので、堅固に取りつけてください。 


0 «長時間使用しない時は、電池を取り出しておいてくだ 
さい。電池から液びもれて乂災、けび、周囲をミち損す 
る原因となることびあります。をし液びもれた場合 
電池を取り出せ は、電池ケースについた液をよくふさとってから新し 
い電池を入れてください。また万一、ちれた液び身体 
についた時は、水でよく洗い流してください。 


0 


電池は加熱したり分解したり、乂や水の中にいれない 
でください。電池の破裂、液もれにより、乂災、けび 
の原因となることびあります。 


0 


• 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当たる場所な 
ど異常に温度び高くなる場所に放置しないでくださ 
し、。乂災の原因となることびあります。 


使用方法 


0 


ディスクを使用する機器の場合、ひび割れ、変形、ま 
たは接着剤などで補修したディスクは使用しないでく 
ださい。ディスクは機器内で高速回転しますので、飛 
び散ってけびの原因となることびあります。 


Q 

禁止 

0 

禁止 

0 


レーヴーを使用している機器では、レーヴー光源をの 
ぞさこまないでください。レーヴー光び目に当たると 
視力障害を起こすことびあります。 

長時間音び歪んだ状態で使わないでください。スピー 
カーび発熱し、乂災の原因となることびあります。 


本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでください。 
特にお子様はごミち意ください。倒れたり、こわれたり 
してけびの原因になることびあります。 


瓜 

手の挟みこみに 
ま意 


お子様びカセットテープ、ディスク挿入口に、手を入 
れないよラにごミち意ください。けびの原因になること 
びあ0ます。 


保巧 • 点巧 


A m 己年に一度くらいは内部の掃除を販売店などにご相談 
ください。内部にほこりびたまったまま、長い間掃除 
をしないと乂災や故障の原因となることびあります。 
を意 特に湿気のをくなる梅雨期の前に行ラとより効果的で 

す。なお掃除費用については販売店などにご相談くだ 
さい。 


运 

プラグを巧け 


お手入れの際は安全のために電源プラグをコンセント 
から抜いて行ってください。 


¢1ごを意 

本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデオ機器) 

です。下記のを意事項を守ってご使用<ださい。 

1 . 一般家庭用!^ソがでの使用（例：店鋪などにおける目 GM 
を目的とした長時間使用、車両 • 船舶への搭載、屋外で 
の使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますので、測 
定器の信号(連続波）などの増幅用には使用しないでく 
ださい。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れびありますので、マイ 
ク□フォンを接続する場合はマイク□フォンをスピー 
カーに向けたり、音び歪むような大音量では使用しない 
で < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生しな 
いで < ださい。 
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本機の特長 〜こんなことが‘できまず〜 


ホームシアターの実現 

♦次世げマルチチヤンネルフォーマツト巧応 

本機は高音質 フォーマッ ト DTS が96/24 デコー 
ダーを搭載しています。また、巳 S デジタル標準音 
声 「 MPEG-S AAC」、「Dolby Digital パ EX 」、 
「Dolby パ pro Logicllx 」 および 「DTS が ES 」 な 
どにも対応しています。 

• MPEG -2 AAC デコーダー搭載(日3ぺージ） 

目 S デジタル放送のサラウンド音声もマルチチャン 
ネルサラウンドで楽しむことびでさます。 

• DTS 9目/24デコーダー搭載(日3ぺージ） 

DTS 96/24で収録された八イクオ U ティー音声を 
お楽しみいただけます。 

• ドルビープ□□ジック llx / DTSNeo :6 回路搭載 
(日4ぺージ） 

2チャンネルステレオ音声や、ドルビーサラウンド 
音声で収録されたソフトもドルビープ□□ジック llx 
や DTS Neo :6 の技術を使ってマルチチャンネルヴ 
ラウンドでお楽しみいただけます。ドルビーデジタ 
ル已 . 1 ch で収録された ソース は、ドルビーデジタル 
サラウンド EX デコードを行し、 6.1 ch 化して再生 
しふ9 〇 

♦ アナログ 5. 1 Ch 入力端子搭載 

己.1 ch アナ□グ音声出力端子の付いている DVD プ 
レーヤーや外部機器と接続することびでさます。 

簡単便利！！ 

• rMCACC ( Mulch-channel Acoustic Cali ¬ 
bration System ) J 搭載 （24 〜 2 目ぺージ） 

従来難しいとされてさたサラウンドに関する調整を自 
動で高精度に行うことびできます。さまざまなテスト 
トーンを本機び自動解析し、制作現場で行われている 
試聴環境の特性に合わせてチャンネ j レ間の空間情報の 
歪みなどを補正し、正確な音場を実現します。 
♦簡単リモコン付属 

本機に付属の U モコンは主要なアンプ操作部分び独 
立しているので便利です。また、プ U セットコード 
を設定して他機器(テレビ、 DVD プレーヤー 、 VTR 
など)を操作することちでさます。 

♦ パイオニアプラズマディスプレイとのシステム動 
作を実現（19、4目〜47ぺージ） 

パイオニアのプラズマディスプレイと SR + ケーブ 
ルで接続することでシステム動作を実現します。 


♦豊冨な接続端子 

本機はデジタル音声端子、 S 2 映像端子および D 4 映 
像端子にち対応しています。接続端子を豊富に装備 
しているので、テレビに接続されている映像機器な 
どを接続することびでさます。 

バラエティ豊かなホームシアター 
♦ 豊冨なリスニングモード (27 〜29ぺージ） 

映画や音楽だけでな<、テレビやゲームなど、お聴 
さになるソフトに合わせたヴウンド効果を加えるこ 
とびでさます。 

♦ パーチャル機能搭載 (28 ぺージ） 

へツドホンや2つのスピーカーのみといった環境で 
も、マルチチャンネルサラウンドで聴いているよう 
な臨場感で楽しむことびできます。 

♦ミツドナイトモード (30 ぺージ） 

夜中など、ル音量で聴いているとさでち大音量で聴 
いているときのような臨場感を昧わうことびできま 
す。 

♦ マナーモード (30 ぺージ） 

高音び耳につくときや、低音び響きすざるときにこ 
れらの音を和らげて再生することびでさます。 

♦ダイア□グエン八ンスメントモード (31 ぺージ） 

ボーカルやセ U フを強調します。センタースピー 
カーびテレビの上または下に設置されていても、フ 
□ントスピーカーの高さからボーカルやセ U フび聴 
こえるように再生します。 

環境に優し< 

♦省エネル半一設計 

本製品は、待機時(スタンノ（イ時)消費電力を日. 3 VV 
に抑えた設計となっております。 


パ ド'ルビ~ラボラトリ~ズからの実施権に基づさ製造 
されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、 
Surround EX . ダブル D 記号及び AAC □ゴは、ド 
J レビーラボラトリ~ズの商標です。 

が 「 DTS 」、 厂 DTS-ES Extended Surmund 」、 厂 Neo : 
目」械 [DTS 96/24 J は Dig け al Theater 
Systems , Inc . の商標です。 
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巧属品を確認ずる 


U モコン X ] 同軸デジタルケーブル X ] 電源コード X ] 


MCACC 設定(オート)用マイク X ] 



スピーカーコードラベル 単3形乾電池 ( R 6 P)x S 



SURROUND 


マイクスタンド X ] 



SR + ケーブル X ] 



保証書 

取扱説明書(本書） 
ホームシアター入門 
(簡易マニュアル） 



裏ブタのタブを押しなびら矢印の 
方向へ開く 



ケース内に表記されている極性© 
(プラス)/©(マイナス)を合わせて乾 
電池を正し<入れる 



フタを矢印の方向に閉める 


d ミ主意 

-新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないで<ださい。 

-乾電池は同じ形状でち電圧の異なるちのびあります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないで<ださい。 

-長い間 (1 力月じ(上) U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 
もし、液漏れを起こしたときは、ケース内についた液をよく拭き取ってから新しい乾電池を入れてくださ 
い。 

-不要になった電池を廃棄する場合は、各地の地方自治団体の指示(条例)に従って処理してください。 

因メモ 

▼電池を交換する際は、なるべく己分じ(内に交換することをお勧めします。己分じ(内に交換しないと、プ U 
セットコードび解除される可能性びあります。プ U セットコードび解除されてしまった場合は、再度プ U 
セットコードを設定してください(日日ページ)。 

▼ U モコンの操作範囲び極端に狭くなってきたら、電池を交換してください。 


y モコンに雷鄉ぞ乂がる 


@1 

1 

s 

& 


環 

5 

S 

k- 

CD 

をザ 


+J 
































































お使いになる前に 


設置について 


設置する場所について 

振動や衝撃び加わらない、水平で安定した場所に設置 
してください。1;^下のような場所への設置は避けてく 
ださい。 

• テレビや カラーモニターの 上 

(映像び乱れたり、歪んだりする ことび あります W 。） 
• カセットデッキなどの近く 

(カセットデッキなど、磁気の影響を受けやすい機器 
を本機の近くで使用すると雑音などを発生する場合 
びあります^^3。） 

-直射日光の当たる所 
• 湿気の多い所や風通しの悪い所 
-極端に暑い所や寒い所 
• 振動のある所 
• ホコ U の多い所 

-油煙、蒸気、熱の当たる所(台所など） 

W これは、アンプのトランスによるリ~ケ~ジフラツ 
クス(漏れ磁束)の影響によるものです。 このような 
とさは、設置する場所を変えるか、これらの機器を 
本機から離して設置してください。 


放熱について 


-本機は上面、下面および両側面の通風孔から空気を 
取りこみ、放熱用フアンを使って後面の放熱礼から 
放熱する設計になっています。本機の下には布など 
を敷かないでください。また後面、側面とちに十分 
なスペースをとってください。ラックなどに設置す 
る場合は放熱のため、後部び開放されているラック 
を使用するなど、通風を妨 
げないよ5にして<ださ 
し、また、放熱礼びホコ U 
でふさびれてしまうと放熱 
び十分にされなくなります 
のでご注意ください。 

-本機をラックに設置するときは、前面にドアのない 
ラックをお勧めします。ドア付きラックに設置して 
本機をお使いになるときは、使用中のみドアを開け 



るなどして通風を妨げないよ 
うにしてください （ ドアを開 
けてお使いになるとさはぶつ 
かってケガなどしないよ5に 
十分お気を付け< 

ださい)。 20 cmm 上 



ラックなどに設置する場合 
は、上部に 20 cm じ(上空間 
を開けて < ださい。 


吕 Ocm じ Lb 離ず 


本機 


-本機は使用中に熱を発生します。本機の上にはパイ 
オニア製の DVD プレーヤー、 「 DV -6 日日 A 」「 DV - 
464」 「 DV -4 己0」 「 DV -474」「 DV -3 己3」または 
「 DV - 己 78 A 」 じ(外はのせないでください。 

本機と DV -578 A 



本機と スピーカー など 


© 

© 

X 

© 

獻 

-スピー 

など 


) 鹏 1 [ 1 


y . 一本機 


• 本機とパイオニア製の DVD レコーダーを重ねて設 
置するときは、 DVD レコーダーを本機の下に設置 
して < ださい。 

-本機は使用中に熱を発生します。インテ U ア用の布 
などをかぶせた状態でお使いにならないでください。 



-本機使用中または使用直後は上面び熱くなっている 
ことびありますのでご注意ください。 
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各部の名祿とはたらを 


本が前面部 



© OSTANDBY/ON ボタン 

本機の電源を ON/OFF します。 

② FRONT INPUT (本体前面入力)端子 (1 7ページ） 

ポータブル DVD プレーヤー、ゲーム 機、ビデオ 
カメラなどを接続します。光デジタル音声出力端 
子の付いている機器とデジタル接続することちで 
さます。接続するとさはカバーを外します。 

③ □□ DIGITAL インジケーター 

ドルビーデジタル信号を入力しているときに点灯し 
ふ 9 〇 

DTS インジケーター 

DTS 信号を入力しているときに点灯します。 

AAC インジケーター 

MPEG-S AAC 信号を入力しているときに点灯しま 
す。 

©□□PRO LOGICII インジケーター(27、29ぺージ） 

ドルビープ□□ジック II 処理されているときに点灯 
しよ 9 〇 

□□PRO LOGICIIx インジケーター(27、29ぺ一 

ジ） 

ドルビープ□□ジック llx 処理されているとさに点な 
しよ 9 〇 

NEO : 目インジケーター(27、29ぺージ） 

Sch 信号を Neo :6® 理しているときに点巧します。 

ADVANCED インジケーター (2 扫〜29ぺージ） 

「アドバンスドサラウンド」モードを選んでいると 
きに点灯します。 


⑥ PHONES インジケーター(28、35ぺージ） 

「へッドホンサラウンド」モードを選んでいるときに 
点巧します。 

® リモコン受光部 

U モコン信号を受光します。 U モコンの操作範囲 
については]]ページをご覧ください。 

⑦ INPUT SELECTOR (入力切換つまみ） 

(21 ぺージ） 

入力機器を選びます。 

⑧ MASTER VOLUME (音量調節つまみ） 

(21 ぺージ） 

本機の音量を調節します。 

⑨ PHONES (へッドホン )/ SETUP MIC 端子(25、 
35ぺージ） 

へッドホンプラグを差し込む端子です。プラグを 
差し込んでいるときは、スピーカーから音び出ま 
せん。また、 MCACC 設定を行うときに設定用マ 
イクを差し込む端子です。詳しくは 『 MCACC 設 
定(オート)用マイクを接続する』 (2 己ページ)をご 
覧ください。 


お使い度る前に各部の名称とはたらき 
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各部のを称とはたらを 



-⑩ 

■0 

领 

順 

领 

⑩ 

领 

順 

领 


©■ 

風 

③- 

め 

⑥- 

⑥- 

⑦- 

⑧- 


⑨- 


⑩- 


〇 


◎ メモ 

▼他機器の操作にごいて 

-操作モードを切り換えることによって、本機 iu 外 
のノ くイオニア製品や他社の機器を操作することび 
できます (49 ぺージ)。 

-工場出荷時に設定されている機器じ(外を操作する 
ときはプ U セツトコードを設定してください(日日 
ページ)。また、細かいボタンの割り当てについて 
は己]ページをご覧ください。 

▼ リモコンに表記されている文字のを分けにごいて 

-緑二本機の機能を示しています媽作モードび AV 
アンプのときに使うことびできます)。 

• ホニ DVD プレーヤーの機能を示しています(使う 
ときは操作モードを切り換えます)。 

-黒ニテレビなどの機能を示しています(使うとき 
は操作モードを切り換えます)。 

-紫二 DVD レコーダーの機能を示しています(使う 
ときは操作モードを切り換えます)。 


© AV アンプ0ボタン 

本機の電源を ON / OFF (スタンノ くイ状態)にします。 

( Dav アンプリモコン操作ボタン 

U モコンの操作モードを A V アンプ(本機)に切り換 
えます。本機の操作を行うときに必ず押します。 

③ 音声信号切換(23、31ページ） 

音声入力信号をデジタル ( DIG )、 アナ□グ ( ana ) ま 
たはオート ( AUTO = デジタル優先)のいずれかに切 
り換えます。 

④ SR + ボタン（19、46ぺージ） 

本機と接続したプラズマディスプレイとの連動モー 
ドを切り換えます。 

© 才ート (29 ぺージ） 

入力信号の音声フォーマットに合わせて、ステレオ 
(2 ch 再生)モードと己1 ch (6. 1 ch ) デコードモード 
を自動で切り換え、ソフトに忠実な再生を行います。 

ステレオ (29 ぺージ） 

「ステレオ (2 ch 再生)」モードに切り換えます。 

サラウンド (29 ぺージ） 

マルチチャンネル音声で収録されているソフトはそ 
のまま再生します。 2 ch 音声で収録されているソフ 
卜はドルビープ□□ジック llx および Neo :6 の技術 
によってサラウンド再生します。己種類のモードか 
ら選択することびでさます。 

アドバンスド (29 ぺージ） 

パイオニアオ U ジナルサラウンド(アドバンスドサラ 
ウンド)の種類を切り換えます。 

® 消音ボタン (34 ぺージ） 

音を一時的に消します。もう一度押すと消音機能は 
解除され元の音量に戻ります。 

@サウンドモード (30 ぺージ） 

「サウンド」モードの種類を切り換えます。 

® ディスクナビ / MCACC 設定 (24 ぺージ） 

U モコンの操作モードび AV アンプのとさ MCACC 
設定モードに切り換わります。 

⑨ CH 選択 (35 ページ） 

U モコンの操作モードび AV アンプのとさ手動(テス 
卜 I -ーンを出力しない)でスピーカーを切り換えて、 
各スピーカーの音量(チャンネルレベル)を調整しま 
す。 

⑩ 数字/決定ボタン 

CD のトラック、 DVD のチャプター、テレビのチャ 
ンネルなどを選ぶときに使います。テレビのチャン 
ネルは、日ボタンび]日チャンネル、 +] 日ボタンび 
]] チャンネル、決定ボタンび] 2チャンネルに割り 
当てられています。 


y モ3ン 
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各部のを称とはたらを 


⑩ TV コント□—ルボタン (49 〜50ぺージ） 

U モコンびテレビじ(外の操作モードになっていてち 
テレビを操作することびでさます。 TV コント□一 
ルボタンでお使いのテレビを操作するにはプ U セッ 
トコードを設定します (49 〜己日ページ)。 

0 

テレビの電源を日 N /0 FF (スタンバイ状態)にしま 
す。 

入力切換 

テレビの入力を切り換えます。 

チヤンネル+/ — 

テレビのチャンネ j レを切り換えます。 

音量+/— 

テレビの音量を調節します。 

⑩ LED 表示 

U モコンから信号を発信しているときに点灯します。 

〇入力機器0ポタン 

〇入力選択ボタンで選んだ入力機器の電源を ON / 
日 FF (スタンノ（イ状態)にします。 

@入力選択ボタン (49 〜50ぺージ） 

本機の入力と U モコンの操作モードを同時に切り換 
えます。 

©録画 

ノ くイオニア製の DVD レコーダーで録画をスタート 
しふ^ 〇 

録画停止 

パイオこア製の DVD レ〕ーダーの録画を停止します。 

HDD 

パイオニア製の八ードディスク内蔵 DVD レコー 
ダーで八ードディスクを選択します。 

DVD 

パイオニア製の八ードディスク内蔵 DVD レコー 
ダーで DVD を選択します。 

© SBch モード (32 ぺージ） 

U モコンの操作モードび AV アンプのとさサラウン 
ドノ くックチャンみレの日 N/AUT 日/日 FF を切り換え 
ます。また、サラウンドバックチャンネルを無し (一) 
に設定しているときは、パーチャルサラウンドバッ 
クモードの 0 N/AUT 日/ OFF を切り換えます。 

⑩ダイア□グボタン (31 ぺージ） 

ダイア□グエンノ V ンスメントモードの日 N / 日 FF を 
切り換えます。 

⑩音量一/+ボタン(21、35、3巨ぺージ） 

本機の音量を調節します。 

® システム設定ボタン (40 ぺージ） 

U モコンの操作モードび A V アンプのとさシステム 
設定モードに切り換わります。 


@牛女◄■卡 

各種設定で項目を選びます。 

決定ボタン 

各種設定で項目を決定します。 

(0) テストトーン (3 目ぺージ） 

U モコンの操作モードび AV アンプのとさテスト 
I -ーンを出力して各スピーカーの音量(チヤンネルレ 
ベル)を調整します。 

@他機器昼本操作ボタン (51 ぺージ） 

他機器 ( DVD プレーヤーなど)を操作します。 

@チヤンネル+/—ボタン 

BS デジタルチューナー、ビデオ機器などのチヤン 
ネルを切り換えます。 

スリープボタン (34 ぺージ） 

ス U —プタイマーを設定します。9日分、6日分、3日 
分、または日 FF に設定することびできます。 

デイマーボタン (34 ぺージ） 

表示部の明るさを4段階で調整します。 


U モコンの操作範囲 


本機を U モコンで操作するときは、 U モコンを本体前 
面部の U モコン受光部に向けてください。下記の範囲 
内で操作することびできます。 



d ミ主意 

本体後面部のコント□ール入力端子に他の機器び接 
続されているときは、 U モコンを本機に向けても操 
作はできません。 U モコンを向ける機器のコント 
□ール入力端子には何も接続しないでください （1 3 
ぺージ)。 

◎ メモ 

▼ U モコンと本機との間に障害物びあったり、 U モ 
コン受光部との角度び悪いと操作びでさない場合 
びあります。 

▼ U モコン受光部に直射日光や堂光ななどの強い光 
び当たると誤動作することがあります。 

▼ 赤外線を発射する機器の近くで本機を使用した 
り、赤外線を利用したほかの U モコンを使用した 
りすると、本機び誤動作することびあります。逆 
にこの U モコンを操作すると、他の機器を誤動作 
させることちあります。 
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名 
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は 
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ら 
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各部のを称とはたらを 



風（1¢ 


AT 下 


I DIG ANA I MULTI Hi-Fs SR+ SOUND 0 DIALOG 

Jl 隆 ft 亂亂隆亂隆, 




VIR.S 巨 OVER 


d 巨 


⑩ 


① DIG インジケーター(23、31ぺージ） 

デジタ j レ音声信号を再生しているときに点巧します。 

ANA インジケーター(23、31ぺージ） 

アナ□グ音声信号を再生しているときに点灯します。 

② MULTI インジケーター(23、31ぺージ） 

DVD 己 Ich 音声入力信号を選んでいるときに点灯 
します。 

⑤ Hi - Fs インジケーター 

96/88.2 kHz じ(上の PCM 音声信号び入力されて 
いるときに点灯します。 

④ SR + インジケーター (47 ぺージ） 

接続しているプラズマディスプレイとの連動モード 
びに R + ON 」 に設定されているときに点巧します。 

© SOUND インジケーター (30 ぺージ） 

ヴウンドモードのいずれかを選択しているとさに点 
灯します。 

® ©インジケーター (34 ぺージ） 

ス U —プタイマーを設定すると点灯します。 

⑦ DIALOG インジケーター (31 ぺージ） 

ダイア□グエン八ンスメントモードび日 N のとさに 
点巧します。 


⑧フォーマットインジケーター (22 ぺージ） 

「音び出ているスピーカー」と「本機び入力(再生)し 
ている圧縮音声のフォーマット」の両方を表示しま 
す。 

( D パーチャルサラウンドパックインジケーター (32 
ぺージ） 

バーチャルサラウンドバックモードび ON のとさに 
点巧します。 

⑩ OVER インジケーター 

アナ □ グ音声信号の入カレべ j レび高すざるとさに点 
巧します。点灯するときは『インプットアッテネー 
夕の設定』 (4 己ページ)をご覧ください。 

⑩ ATT 

インプットアッテネータび ON のときに点なしま 
す。 

⑩キャラクター表示部 

選択されているファンクシヨンなどを表示します。 

© VOLUME (音量レベル)表示部 (21 ぺージ） 

現在の音量レベルを表示します。音量レベルは、電 

源を日 FF にしても保持されます。「-服」は最 

ルレべル、「0服」は最大レベルを表します。 
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各部のを称とはたらを 



の32映像入力端子 

⑩に接続した機器の S 2 映像出力端子と接続するこ 
とびでさます。 S 2 映像入力端子は⑩の映像入力端 
子と連動します。 ( DVR/VTR S 2 映像出力端子はあ 
りません)。 

@52映像出力端子 

© に入力された映像信号を出力します。 

③ コン ト □—ル入出力端子 (20 ぺージ） 

コント□ール入出力端子の付いたパイオニア製品と 
接続することびでさます。 

④ 映像出力端子 

⑩および本体前面部の映像入力端子に入力された信 
号を出力します。 

© D 4 映像出力端子 

® に入力された映像信号を出力します。 

® 04映像入力端子 

⑩に接続した機器の D 映像出力端子と接続するこ 
とびでさます。 

⑦ AC インレツト (AC IN )(20 ぺージ） 

電源コードを接続します。 

⑧ スピーカー端子 ( 18ぺージ） 

スピーカーと 接続します。 

( D サブウーファー出力端子 (1 8ぺージ） 

パワーアンプ内蔵型サブウーファーと接続します。 

⑩デジタル音声入力端子 ( 14〜17、19ぺージ） 

『同軸デジタル端子と光デジタル端子(光1 ) の入力切 
換設定』 (45 ページ)で入力機器を変更することびで 
さます。 

光デジタル音芦入力端子(光1/光 2) : 

光デジタル音声出力端子を持つデジタル機器と接続 
することびでさます。 


同軸デジタル音芦入力端子(同軸）： 

同軸デジタ j レ音声出力端子を持つデジタ j レ機器と接続 
することびでさます。 

⑩音声入力 (5. 1 ch ) 端子 (1 5ぺージ） 

己.1 ch アナ□グ音声出力端子の付いている DVD プ 
レーヤーなどと接続することびでさます。フ□ント 
左/ち端子は DVD 入力端子と共用です。 

アナ□グ音声/映像入出力端子 (1 4〜17ぺージ） 
アナ □ グ音声のライン入力と映像入力端子です。 
DVR / VTR のみ出力端子びあります。 


因メモ 

▼ 入力機器とテレビの両方に S 映像端子 / D 映像端テび 
付いているときは、 S 映像端子 / D 映像端子で接続する 
と、より鮮明な映像を再生することびでさます ( D 映像 
端子どラしの接続び最を良い画質となります)。ただ 
し、入力機器-►本機-►テレビの接続には同じ種類の 
ヶーつ) レをお使いいただく必要びあります(詳しくは下 
図をご覧ください)。 

例： S 映像端子で接続ずるとき 

映像入力端子映像出力端子 

入力機器から《•リ 0) —► テレビへ 

X S 映像出力端子 

<ツ© y ■►何を出力されません 

S 映像入力端子 S 映像出力端子 

入力機器から —►© \ テレビへ 

X 映像出力端子 

ツ© y f 可を出力されません 

▼テレビによっては、 S 映像接続をすると、信号の 
有り無しにかかわらず常に S 映像入力び優先さ 
れ、通常の映像入力信号を見ることびでさないこ 
とびあります。詳しくはテレビの取扱説明書をご 
覧ください。 
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A 機器の接続を行う場を、あるいは変更を巧う場合には必ず電源を切り、電源コードをコンセントか6巧 
km いて<ださい。 


DVD プレーヤーとテレビを接続する 


ドルビーデジタルまたは DTS 音声を再 
生するには、デジタル音声端テの接続 
び必要です。また、光デジタル音声端 
テに接続するとさは、入力を切り換え 
る必要びあります (45 ページ)。 



DVD プレーヤーとテレビの両方に S 
映像端テ /D 映像端テび付いている 
とさは、市販の S 映像ケーブル /D 映 
像ケーブルを使って接続すると、よ 
り鮮明な映像を楽しむことびでさま 
す。13ページの メモち あわせてご 
覧ください。 


グ 


-市販の映像ケーブル 


本機を通してテレビ放送を楽しみたいとさは、市 
販のアナ□グ音声ケーブルでアナ□グ音声端子を 
接続してください。 



1；(下のとさは、市販のアナ□グ音声ケーブルでア 
ナログ音声端子の接続び必要となります。 

• DVD プレーヤーにデジタル音声出力端子びな 
いとさ。 

• 聴さたい音声び DVD プレーヤーの光デジタル 
音声出力端子から出力でさないとさ。 

• DVD プレーヤーの音声を DVR/VTR 出力端子 
から出力(録音)したいとさ。 

• DVD または LD プレーヤーからのカラオケ用の 
マイク音声を出力したいとさ。 


DVD プレーヤ ー( DV - 己 78 A など） 


d ミ主意 

-接続コードのが態について 

ち図のように、本機の上に接続コードを ffl げて放置すると、電源トランスからの磁界 
の影響により、スピーカーから八ムノイズび出る場合びあります。接続コードはこの 
ような状態にしないでください。 

-光デジタルケーブルを是し込むとまのを意 

命 接続の際は端子の向さを合わせてしっかり奥まで差し込んでください。誤った向さでむり 

0 奸^ \やり 挿入すると、端子び変形し、 ケーブルを 抜いて ちシャッターび 閉まらなくなる ことび 
あります。 
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5.1ch アナログ音声出力端子の付いている DVD プレーヤーと接続する 



接 

続 


因メモ 

▼己. Ich アナ□グ音声接続して再生するときは、音声入力信号を 「 DVD 己.1か」に設定してください(23、 
31ぺージ)。 

▼ 5. Ich アナ□グ音声接続してマルチチャンネル再生するときは、 DVD プレーヤーの音声出力び正しく設定 
されているか確認してください。詳しくは DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

▼ 5.1 ch アナ□グ音声接続で再生しているときは U スニングモードおよびサラウンドモードの操作はできま 
せん。 
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BS / CS / 地上デジタルチユ—ナーを接続ずる 


市販の光デジタルケーブル 




市販の映像ケーブル- 


• MPEG-2 AAC 信号を再生する 
には光デジタル音声端テの接続 
び必要です。 

• ケーブルは急な角度に折り曲げ 
ないで < ださい。 

• 端子の向さを合わせて差し込ん 
で < ださい。 



©©© 


左 ち 映像 
-デジタル出カー>^ ^——アナ□グ出力—— 
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因メモ 

▼テレビによっては選んでいるチヤンネルにか 
かわらず、光デジタル音声出力端子から常に 
デジタル放送の音声信号び出力されているこ 
とびあります。地上波放送などのアナ□グ音 
声を楽しむとさは、音声入力信号をアナ□グ 
( ANA ) に切り換えてください (23 ぺージ)。 


デジタルチューナー 
内蔵テレビ 



1；(下のとさは、アナ□グ音声端子の 
接続び必要です。 

-テレビに光デジタル音声出力端子 
びないとさ。 

-聴さたい放送び光デジタル音声出 
力端テから出力でさないとさ。 

• テレビからの信号を DVR/VTR 出 
力端子から出力(録音)したいとさ。 

-本機を通して地上波放送などのア 
ナ□グ音声を楽しみたいとさ。 
(地上波放送の音声びデジタル出力 
されないとさ)。 



.X-1 I-イホタ-サラウンド.フ□ント .1 .1 口" g 

T0 ©I を倒©® I 

©0i©M©©j 

w r ‘。"皆の忙篇 w 巧 -' |i ™s I 。画 



デジタルチュ—ナーのみを接続するとを 


デジタルチューナーとテレビの両方に S 映像端テ /D 映像 
端子び付いているとさは、市販の S 映像ケーブル /D 映像 
ケーブルを使って接続すると、より辭明な映像を楽しむ/1 
ことびでさます。13ページの メモち あわせてご覧くださ 
し、。 



V ■ 


ilieii 


• MPEG-2 AAC 信号を再生 
するには光デジタル音声 
端子の接続び必要です。 
•ケーブルは急な角度に折 
り巧げないで < ださい。 
•端テの向さを合わせて差 
し込んでください。 


r 1" よ猫 S DV 期 TB ち 0 設齡 

，， ©Q 



哪感撃 

フ它ジト I 入力[入力 出力 I 入力 呀 


J"L 


:テ踞へ) 


r 真规 



デジタルチユ—ナー内蔵テレビを接続するとを 















































































































































































































ビデオ機器 ( DVD レコーダー、 LD プレーヤー、ビデオデッキ、ビデオカメラなど)を接続する 


r DVD TV/BS 画 / VTR … DEQ / - 雨像 1 -^ J 、 


DVD TV/BS 

入力 入力 



接 

続 


DVD レコーダー、ビデオデッキなど 
( LD プレーヤーなどは VIDEO 端子に接続します。 


◎ メモ 

▼ DVR / VTR 出力端子に接続して録画するとを 

入力機器と本機をデジタルケーブルや S 映像ケーブルまたは D 映像ケーブルだけしか接続していないとさ 
は、必ず映像/音声ケーブルち接続して<ださい。デジタルケーブルや S 映像ケーブルまたは D 映像ケー 
ブルの音声/映像は DVR / VTR 出力端子からは出力されません(本機の各機能 ( U スニングモードなど)の効 
果は反映されません)。 


本化前面入力端子に接続ずる 
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スピーカーを 接続す る 


• 公称インピーダンスび60〜] 60のスピーカーをお使いください。 

-本機とスピーカーの〇端子どうし、および©端子どうしを正しく接続してください。 



( R ) ( L ) ( C ) ( RS ) ( LS ) ( SB ) 


d ミ主意 

-スピーカーコードの芯線をねじるとさは、ばら線び束からはみ出さないように注意してくださし、はみ出 
した線び隣りのスピーカーのスピーカーコードや本体後面部の金属部分に接触(ショート）して、本機の電源 
び ON にならないことびあります。また、故障の原因となることびあります。 

-センタースピーカーをテレビの上に置くときは適切な方法で固定してください。固定しないと地震などの 
外部の振動によりスピーカーびテレビから落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因となります。 

◎ メモ 

▼ スピーカーの 配置について 

-左ちのスピーカーはテレビから同じ距離になるように設置してください。 

-テレビの近くに設置するスピーカーは、テレビの色ズレなどを防止するため、防磁型のものを使用してく 
ださい。防磁型でないとさは、テレビから離して設置してくださ 
い。 

-センタースピーカーはテレビの上側または下側に設置することを 
お勧めします。 

-サラウンドスピーカーは視聴位置のやや斜め後方、サラウンド 
バックチャンネルは視聴位置の真後ろに設置することをお勧めし 
ます。また、耳の高さより上に設置すると効果的です。 

-サブウーファーは前方に設置して、フ□ントスピーカーまでの距 
離と同じ距離になる位置に設置することをお勧めします。 


配置例 
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ノ パイオニアの プラズ7デ^ス プレイと接続する 


SR + に対応したプラズマディスプレイ (2 日日3年 iU 降に発売されたパイオニア製のみ)を SR + ケーブルで接続 
することでシステム動作を実現します。プラズマディスプレイの画面を見ながらシステム設定 (37 〜47ページ)、 
MCACC 設定 (24 〜26ページ)、および音量やサウンドモードの確認びでさます。また、本機の入力を切り換 
えると、プラズマディスプレイの入力び自動で切り換わり、プラズマディスプレイからの音量を日にすることび 
できます。本機とプラズマディスプレイをシステム動作させるには、下記の接続および設定 (46 〜47ページ)び 
必要となります。 


プラズマディスプレイ 



接 

続 


d ミ主意 

♦ SR + ケーブルを接続した状態でプラズマデイス 
プレイの電源び切れているとさは U モコンで本機 
の操作びでさません。 


◎ メモ 

▼ DVD レコーダーおよび DVD プレーヤーの映像 
端テはプラズマデイスプレイと接続してくださ 
し、詳しくはプラズマデイスプレイの取扱説明書 
をご覧ください。 
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コントロール端子の付いている機器と接続ずる 


コント□ール端子の付いたパイオニア機器と接続すると、本機(または他機)の U モコンで接続した複数の機器を 
操作することびでさます(システムコント□ール)。コント□ール入出力端子を接続すると、 U モコン受光部びな 
い機器や U モコン受光部び信号を受けられない場所に設置した機器ち操作することびできます。 


コント□ール出力端子 
(CONTROL OUT) の 
みにプラグを接続した 
機器へ U モコンを向け 
て操作してください。 


コント□—ル端子の 
付いている機器 


コント□—ル端子の 
付いている機器 


コント□ール入力端子 
(CONTROL IN) にプラ 
グを接続した機器の U 
モコン受光部は機能し 
ません。 U モコンを向 
けて操作したい機器に 
は日 UT のみ接続してく 
ださい。 




驅驅驅 


う防劍 


硬]圓圓® 

け結 7- 7佩 R 擊，。減;" 


哉辜^®^.フ轨 I 入力1入力出力丄入力當ち既 J 

©©©©©©©P 

©© ち © ち © ち ©© ち © 



電源コードを接続する 


すべての接続び終了してから、付属の電源コードで本機の AC インレツト (AC IN ) と壁の電源コンセントを接続 
して < ださい。 



d ミ主意 

-本機の電源コードは着脱式になっていますび、付属(電源容量 7 A 、2 P プラ 
グインソケット方式) iU 外の電源コードは使用しないでください。 

-旅行などで長期間本機を使用しないときは、必ず電源コンセントから電源 
コードを抜いてください。 


付属の電源コード— ' 



家庭用電源 
コンセントへ 
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入力選択 
ボタン 


テレビ、入力機器 ( DVD プレーヤーなど)、サブウー 
ファーの電源を入れる 

本機の電源を入れる 

リモコン . OAV アンプボタンを押します。 

表示部に入力機器の名前 ( DVD ) など 
び表示されます。 


AV アンプ 

感 

お体 

◎ STAM, 


入力を選ぶ 

U モコン 


cz> cz> 

[DVD I 卜 V/BS) IDVFWTr] 
[VIDEO」_ [ フ□ン d_ 


入力選択ボタンで選びます。本体の 
INPUT SELECTOR でも切0換え 
ることびでさます。 


DVD - 


- TV / BS - 


- ► DVR/VTR 




-FRONT イ 


-VIDEO 


4 テレビの入力を切り換える 

本機からの出力映像びテレビ画面に映し 
出されるように入力を切り換えてくださ 
し V テレビ放送を見るときは不要です)。 




入力機器の設定をする 

DVD プレーヤーなどでは、デジタル音 
声出力の設定び必要な場合びあります。 
詳しくは『入力機器の設定を確認する』 
(2 S ページ)をご覧ください。 

入力機器の再生を開始する 

各インジケーターび点なします。 


因メモ 


テスト!-ーン、チヤンネルレベル、または 
MCACC 設定で各スピーカーの音量やチヤ 
ンネルレべ J レを調整したとさ、音量の最大値 
び [0 服]にならないことびあります。 


/音量を調節する 


U モコン 


(E 


音量 





音量一/+ボタンで調節します。 

[ - ]( 最小)〜 [ OdB ] (最大)の間で 

調節します。 

音び出ないとさは、『音び出ないス 
ピーカーび ある。』（別添の ホー ムシ 
アター入門 STEP 3 困ったとさ 
< Q & A >) をご覧ください。 


再生する(碁本再生) 


本的な使いかた 


接続 基本操作 



S 基至 

SS 

a 画寡 T 


が国固頌風脚隱 
留®©® 

留©©® 

一可含000志 S 


早る 

置 
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碁本的な使いかた 


入力機器の設定を確認ずる 


入力機器の W 下の項目び正しく設定されていないと「音び出ない」、「音に迫力びない」などの症状び起こること 
びあります。入力機器または再生するソフトの取扱説明書をご覧になり確認してください。 

①入力機器のデジタル音声出力の設定 

入力機器側でデジタル音声出力の設定びできるとさは、下の音声信号び出力されるように設定してください。 
『音声記録方式』(己3ページ)もあわせてご覧ください。 

• ドルビーデジタル 

• DTS 

• MPEG -2 AAC(BS デジタル） 

• PCM 96 kHz /88 .S kHz (2 チヤンネルステレオ信号） 

( D 再生ずるソフトの音声の お認 

複数の音声び収録されているソフトや複数の音声で放送されているテレビ番組などでは、必要に応じて聴きた 
い音声を選んでください。選んだ音声の種類や U スニングモード (27 〜29ページ)によって音の出るスピー 
カーび 異なります。 


ミ主意 

入力機器や再生するソフトによって、 2 ch ステレオ(アナ□グ、 PCM など)じ(外の音声信号を出力できないこ 
とびあります。 2 ch ステレオ音声信号を本機に入力してマルチチヤンネルサラウンドで楽しむときは、 U ス 
ニングモードを「サラウンド」などに切り換えてください (27 〜29ページ)。 


フォー マットインジケー ター について 


表示部のフォーマツトインジケーターで「音び出る設定になっているスピーカー」や「圧縮音声信号び記録され 
ているチヤンネル」を確認することびできます。 


音び出る設定(モード)になっているスピーカー1 


センター 

スピーカー 



サラウンドバック 
スピーカー 


圧縮音声信号び記録されているチャンネル I 

ク 
レ舌 

I 


センター 

チャンネル音芦信号 


左フロント 


チヤンネル"''^ 

音芦信号 

超低域音芦信号一 

LFE 

左サラウンド 
チヤンネル— 
音芦信号 

—LS 


C 




ちフロント 
チヤンネル 
音芦信号 


ちサラウンド 
—チヤンネル 
音芦信号 


サラウンドチヤンネル 
(モノラル） 


ミ主意 

• サラウンドスピーカーの有り/無しは、サラウンド左スピーカーび接続されている/いないによって自動 
検出されます。サラウンドスピーカーは必ず左ちとも接続してください。 

• フ□ントスピーカーを接続していないときも左/ちフ□ントスピーカーのインジケーターは点灯します。 

◎ メモ 

▼「6.1再生検出信号」の入ったソースび入力されると 「 U に」 「 R 」「 LFE 」「 Ls 」「 S 」「 Rs 」 の7つのイ 
ンジケーターび点灯します。 
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音き入力信号(アナログとデジタル)を切り換える 


碁本的な使いかた 


本機では音声入力信号(アナ□グとデジタル)を切り換えることびできます。工場出荷時は才- 
されています。 


卜 ( AUTO ) に設定 



音芦信号切換 


再生したい入力信号を選ぶ 

音声入力切換ボタンで切り換えます。 
押すたびに(下のように切り換わり 
よ9 〇 

「►AUTO (才ート） 


► DVD 已 .Ich - 
(DVD 入力のみ） 


■D に(デジタル) ◄ — ANA (アナ□グい 

オート ( AUT 日)を選んだとさは、デ 
ジタルのに)とアナ□グ ( ANA ) を自動 
的に切り換えます(ただし、デジタル 
び優先されます )。 DVD 5. Ich につ 
いては 『 DVD 己 Ich アナ□グ入力 
を再生する』 (3] ページ)をご覧くだ 
さい。 


オート ( AUTO ) を選んだとさ 


DVD 已 .Ich を選んだとき 


…ミ 






.ミ.ミ…； 

…ミ 


ULTI 

アナ□グ ( ANA ) を選んだとき 

デジタル ( DIG ) を選んだとを 

…ミ 

■ 


■ ■ 


;; 

H 

…ミ 


. Li i b 


デジタル音声接続をしているにもかかわらず、デジタルのに)を選ぶことびできないときは、しソ下の原因び考え 
られます。詳しくは入力機器の取扱説明書などをご覧ください。 

• 入力機器の電源び入っていない。 

-入力機器のデジタル出力びオフに設定されている。 

-再生しているソフトびデジタル音声信号に対応していない。 



因メモ 

▼カラオケ機器のマイク音声、アナ□グ音声のみ収録されている DVD および LD の音声はデジタル出力でき 
ません。必ずアナ□グ ( ANA ) を選んでください。 

▼本機は、ドルビーデジタル、 PCM (32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz 、96 kHz )、 DTS、DTS 
96/24 および MPEG -2 AAC のデジタル音声信号にのみ対応しています。これ Li (外のデジタル音声信号 
を出力するとさは、アナ□グ音声接続して、アナ□グ ( ANA ) を選んでください。 

▼アナ□グ ( ANA ) を選んでいるときに DTS 対応のソフトを再生すると、 DVD プレーヤーによっては DTS 音 
声信号びアナ□グ音声信号に変換されずにそのまま再生されてしまうためノイズび発生します。ノイズの 
発生を防ぐには、これらの機器とデジタル音声接続して （14 ページ)、デジタル ( DIG ) を選んでください。 

▼ DVD プレーヤーには、 DTS 音声信号を出力できない機種びあります。詳しくは DVD プレーヤーの取扱説 
明書をご覧ください。 


基本操作 
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碁本的な使いかた 


MCACC 但動サラウンド解が)設定 


MCACC 設定は、従来難しいとされてきた設定を自動かつ高精度に測定して設定することびできます。スピー 
カーから出力されるテスト!-ーンを付属の MCACC 設定用マイクで感知して U スニング環境を解析します。 
MCACC 設定は Li (下の流れで行われます。 

初期測定(測定設備のチてック） 

①暗騒音(部屋の騒音)の測定 
( D マイク感度の診断 
③各 ch のスピーカー有り無し判定 

4初期測定結果確認へ 

スピーカーの有り無し判定結果の 
ユーヴー確認(または修正） 


[ d ミ主意 

▼テスト!-ーンは、やや大きな音ですので夜間の測定はご配慮ください。また、小さなお子様を U スニング 
ルームに立ち入らせないようご注意ください。 

▼へッドホンを差しているときは、 MCACC 設定を行わないでくださし、。へッドホンび破損する恐れびあり 
L ます。 

MCACC 設定(才ート)を開始ずる 


◎ メモ 

▼ 測定を途中で解除したときは、 MCACC 設定の測定結果は設定されません。 

▼測定中は静かにしてくださし、測定中に騒音びあると正確に測定できないことびあります。 
▼スピーカーと U スニングポジション(マイク)の間にある障害物を取り除いてください。 

▼ サブウーファーを接続している場合は電源を入れて音量を適度に上げておいてください。 

▼ 測定時は付属のマイクを TV モニターから遠ざけてください。 


音場補正へ 


システム全体の解析測定 

④スピーカーシステム 

(各スピーカーの低域再生能力判定） 
©スピーカーからの距離 
(最適なデイレイ値を解析） 

® スピーカーの出カレベル 
(各 ch の出カバランスを補正） 


オートセットアップの完了 
(所要時間は3〜6分程度です。） 
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碁本的な使いかた 


MCACC 設定(才ート)用マイクを接続ずる 


マイクを接続する前にリモコンの MCACC 設定ボタンを押して MCACC 設定モードに 
切り換えてください。 マイクを接続すると表示部に 「 MCACC 」 と己秒間点滅表示されます。 



4 マイクを接続する 

自動的にボ U ュームび上がり、テス 
卜 I -ーンによる初期測定(測定設備 
チェック)び開始されます。この自動 
測定は数十秒で終わります。しばら 
くお待ちください。 

「 ANALYZE 」 な 「 AM 巳. NOISE 」 

:暗騒音（部屋の騒音）を測定中です 
「 ANAL 丫 ZE 」 な 「 M に」 

:マイクの感度を診断中です 
「 ANALYZE 」 な 「 SPEAKER 」 

:各スピーカーの有り無しを判定中 
です。 


¢1注意 

▼ 手順4でのエラー表示と対処法は下のとおり 
です。 

• 「 N 0旧 YU 与 「GO NEXT ?」 

測定環境びうるさすざます。 MCACC 設定ボタ 
ンを押して測定を解除し、部屋を静かにしてもう 
一度はじめから設定をやり直してください。決定 
ボタンを押してそのまま測定を続けても同様のエ 
ラーメッセージび出ることびあります。 

•「 ERR . M に」 

マイクの本体か接続に問題びあります。マイクの 
接続を再確認してください。 

•「 ERR 〜〜」 

〜〜部の表示は接続に問題のあるスピーカーを示 
しています。 

Fch :フ□ント ( L / R のどちらかびおかしい） 
Sch :サラウンド ( L / R のどちらかびおかしい） 
SW :ヴブウーファー(接触不良または音量び上 
びつていない） 

何度も同じ結果び出るとさは一度電源を切り、 
各々の接続を確認してください。 


基本操作 



















































碁本的な使いかた 


表示部に表示されたスピーカー有り無し判定を確 
認(修正)する 


© 結果び合つているときは決定ボタン 
を巧す 



結果び間違っているときは牛女で 
正しい設定に直したあとミ夫定ボタン 
を巧す 

スピーカー有り無し判定の詳細につ 
いては Li (下の表をご覧ください。 


注意 

▼ 手順己で設定を変更すると iu 下び表示されるこ 
とびあります。 

• に \/\/ VOL UP 」 与 [GO NEXT ?」 

サブウーファーの音量を上げてから決定ボタンを 
押して < ださい。 

• に \/\/ VOL DN 」 与 [GO NEXT ?」 

サブウーファーの音量を下げてから決定ボタンを 
押して < ださい。 



F 

C 

S 

SB 

SW 

2.日か 

〇 

- 

- 

- 

- 

2.1 か 

〇 

- 

- 

- 

〇 

3.日 ch 

〇 

〇 

— 

- 

- 

3.1ch 

〇 

〇 

- 

— 

〇 

4.日 ch 

〇 

- 

〇 

- 

- 

4.1ch 

〇 

— 

〇 

- 

〇 

己日 ch 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

5.1ch 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

目.日 ch 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

e.lch 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


F (フ□ントスピーカー) 一(無し) 

C (センタースピーカー) 〇伯り） 

S (サラウンドスピーカー） 

S 巨(サラウンドバックスピーカー) 

SW (サブウーファー） 


6補正用測定び開始される 

「 ANALYZE 」 な rSP SIZE 」 

:各スピーカーの低域再生能力を判定中です 
「 ANALYZE 」 な 「 AM 目. NOISE 」 

:暗騒音馆 P 屋の騒音）を測定中です （ SVV 接続時 
のみ） 

「 ANALYZE 」 な 「 DISTANCE 」 

:最適なディレイ値を解析中です 
「 ANAL 丫 ZE 」 な 「 LEVEL 」 

:各 ch の出カバランスを補正中です 
これらの自動測定には3〜6分程度の時間びかか 
ります。表示部に 「 COMPLETE 」 と表示されるま 
でしばらくお待ちください。 


因メモ 

▼ MCACC 設定び終了した時点で『システム設定』 
(37 ページ)と『各スピーカーの音量を調整する』 
(36 ページ)での設定内容は U セットされますの 
でご注意ください。 

▼ MCACC による測定結果は、システム設定 (37 
ぺージ)および CH 選択 (3 己ぺージ)で確認するこ 
とびできます。 CH 選択でチャンネルレベルを確 
認するときは、 U スニングモードを「サラウンド」 
た9ページ)にしてくださし、システム設定では、 
その他の設定を確認できます。 

▼同じスピーカーを接続していても設置環境の影響 
により、スピーカーの大小判定び一致しないこと 
びあります。設定を変更したいときはシステム設 
定の『スピーカーの設定』 (4 日ぺージ)を行ってく 
ださい。 

▼ ヴブウーファーまでの距離は、ヴブウーファー本 
体び持つ回路の遅延時間ち含めて最適値を測定し 
ます。実際よりやや長めの距離び設定されていて 
ち修正する必要はありません。 

▼ 設定後、スピーカーを追加および削除した場合や 
別のスピーカーと交換したときは、再度 MCACC 
設定を行ってください。 


7 「 COMPLETE 」 一 「 RESUME 」 一 「MIC OFF 」 
と表示し自動測定を終了 

ボ U ュームび下がり通常動作に戻ります。 


8マイクを抜く 
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いろいろな使いかた 

U スニンヴモードの 種類と効 まにつし VC 


本機では接続しているスピーカーの本数や再生するソフトのジャンルに合わせて最適なヴウンドを選ぶことびで 
きますに9ぺージ)。 

「各入力ごと」、「へッドホンプラグを差している/いないとき」それぞれに独立して U スニングモードびメモ U — 
されます(ヘッドホンプラグを差しているときは、「ステレオ」または「ヘッドホンサラウンド」のみ選ぶことび 
でさます)。 

ただし、フ□ントスピーカーだけを接続しているときは、 U スニングモードを切り換えることはできますび、実 
際はステレオモードで動作します。 

才ート(再をずるソフトに法庚な U スニングモード) 

才ート (AUTO) 

入力される音声のフォーマットに合わせて、再生するソフトに忠実な U スニングモードを自動的に選びま 
す。 2ch 音声で収録された CD などは 2ch のまま、マルチチャンネル音声で収録された映画ソフトなどは 
マルチチヤンネル音声のまま楽しむことびでさます。 

ヴラクン 


2ch 音声（ドルビーサラウンド、 PCM など)を入力しているとき、じ(下の己つから選ぶことびできます。た 
だし、マルチチヤンネル音声(己. Ich サラウンドなど)を入力しているときは忠実にデ〕ード馆生)して、表 
示部にデコード名称び表示されます。（サラウンドバックモードび日 FF のときはプ□ロジック llx ではなく 
プロロジック II となります） 

• ドルビープ□ロジック llx ムービ ー (MOV 旧） 

6.1 ch 化します。映画ソフトの再生に適したモードです。特にドルビーサラウンドエンコード作品を視 
聴するとより効果的です。ドルビーデジタル EX に迫るセパレーシヨンや移動感などび得られます。 

• ドルビープ □ ロジック llx ミュージック (MUSK：) 

6.1 ch 化します。音楽ソフトの再生に適したモードで、通常のステレオ録音された CD などを再生する 
ときに効果的です。サラウンドスピーカーは定位よりち包囲感を重視しています。 

• ドルビープ □ ロジック (PRO LOGIC) 

己. Ich 化します。ビデオテープや TV 放送など、ソースのクオ U ティを問わずお使いいただけます。 
従来のドルビープ□□ジックとほぼ同じ効果び得られます。 

• Neo: 巨シネマ (CINEMA) 

6.1ch 化します。映画再生に適したモードで、 2ch を 6.1ch ソースと同じような雰囲気でお楽しみい 
ただけます。映画館特有の移動感をお楽しみいただけます。 MPEG-2 AAC 信号を入力しているときは 
選択でさません。 

• Neo: 巨ミユージック (MUSK)) 

6.Ich 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生するため音質の変化び無く、音楽再生に適した 
モードといえます。また、センターとサラウンド、サラウンドバック ch から出力される音声び音場にナ 
チュラルな広びり感を加えます。 MPEG-2 AAC 信号を入力しているときは選択できません。 

また、ドルビーデジタルのマルチチヤンネル信号（己.1や 6.1 ch ) を入力しているときは、サラウンドバッ 
クモードび ON に設定されていれば、じ(下の2つのモードも選ぶことびできます。 

• ドルビーデジタル EX(DOLBY EX) 

マト U クス•デコードによりサラウンドバック Ch 成分を生成します。最大 6.1 ch 再生となり、定位感、 
移動感、臨場感びより向上します。 

• ドルビープ □ ロジック llx ミュージック (MUSIC) 

6.1 ch 化します。音楽ソフトの再生に適したモードで、通常のステレオ録音された CD などを再生する 
ときに効果的です。サラウンドスピーカーは定位よりち包囲感を重視しています。 


基本操作 応用操作 
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いろいろな使いかた 

ァドバンスドサラウンド (7 ルチチヤンネルサラウンド再生) 

パイオニアオ U ジナルのサラウンド効果を得ることびできます。 

• アドバンスドムービ ー (ADV.MOVIE) 

映画ソフトの再生に適したモードです。特にドルビーまたは DTS エンコードの映画作品を視聴するとさ 
により効果的です。映画館で映画を楽しんでいる雰囲気を味わうことびでさます。 

• アドバンスドミュージック (ADV.MUS に） 

ほとんど球に近い理想の空間での反射音を再現します。宇苗空間に漂う未来のコンサートホールのイメー 
ジです。音楽ソフトやミュージカル系の映画ソフトの再生に効果的です。 

• TV サラウンド (TVSURR.) 

テレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラル音声やステレオ音声をマルチチャンネル音声で再生しま 
す。ちい映画などのモノラル放送をマルチチャンネル音声で視聴するとさに効果的です。 

• スポーッ (SPORTS) 

テレビのスポーツ中継などのモノラル放送をマルチチャンネル音声で視聴するときに効果的です。 

• ゲーム (GAME) 

ゲームのスピード感や躍動感をよりいっそう高めます。シューティングゲームやレーシングゲームなど、 
ちへ左へ駆け巡るような流れのあるシーンの多いゲームに効果的です。 

• エキスパンデッド (EXPANDED) 

□□1 DOLBY SURRO^ マークの付いているビデオ、目 S/CS 放送、またはドルビーヴラウンドで収録されている 
DVD ソフトなどを、あたかも己 1 ch サラウンドソフトを再生しているかのような効果的かつ立体的な 
音響空間を楽しむことびできます。また、ドルビーデジタルや DTS などの 5.1 ch サラウンドソフトを 
再生しているとさも、より一層広びりのあるサラウンド効果を得ることびできます。 

• 目 -ch STEREO ( 巨 -STEREO) 

標準のステレオ (2ch) 音声を加工することなく 6ch で再生します。部屋のどの場所にいてもステレオ感 
を楽しむことびでさます。 

• パーチヤル (VIRTUAL) 

フ□ント2本のスピーカーのみでサラウンド感を楽しむためのモードです。仮想立体音響技術によりマ 
ルチチャンネルサラウンド再生の臨場感を再現します(スピーカーの設定や音声の種類によってはサブ 
ウーファーからち音び出ます)。 

• へッドホンサラウンド (PHONES SURROUND) 

ヘッドホンで聴いているときに、仮想立体音響を再現し、マルチチャンネルサラウンド再生の臨場感を 
楽しむことびできます(へッドホンプラグをへッドホン端子に差し込んでいるときのみ選ぶことびできま 
す)。 


ステレオ(ステレオ巧を) 


• ステレオ (STEREO) 

あらゆる音声をステレオ再生(フ□ント2本のスピーカーのみによる再生)します。 


◎ メモ 

▼ 『スピーカーの設定』 (4 日〜41ぺージ)、『サブウーファーの設定』 (41 ぺージ)またはソフトに収録されてい 
る音声の種類によって、再生するスピーカーび異なることびあります。 
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y スニングモ ー F ぞ遷ぶ 


いろいろな使いかた 



因メモ 

▼工場出荷時は「オート」に設定されています。 
へッドホンを差したときの工場出荷時の設定は 
「ステレオ」です。 

▼ 「各入力」、「へッドホンプラグを差している/い 
ないとき」それぞれに独立して U スニングモー 
ドびメモ U —されます。 

▼ヘッドホンプラグを差しているときは、「ステ 
レオ」または「アドバンスドサラウンドの「へッ 
ドホンサラウンド」のみ選ぶことびでさます。 

▼ 96 kHz /88.2 kHzU ニア PCM 音声を再生して 
いるとさは「ステレオ」のみ選ぶことびでさま 
す。「ステレオ」じ(外を選んでいるときに 
96 kHz /88.2 kHzU ニア PCM 音声び入力され 
ると、自動的に「ステレオ」に切り換わります。 

▼ MPEG -2 AAC 音声を再生しているときは 
「 Neo :6 MUS に」および 「 Ne 日:6 CINEMA 」 
を選ぶことはでさません。 

▼ DTS 96/24音声を再生しているときはアド 
バンスドサラウンドを選ぶことはでさません。 

▼ ドルビーデジタルのマルチチヤンネル信号を 
入力していて、サラウンドバックモードび 
ON のとさにサラウンドボタンを押すと、 
DOLBY EX (ドルビーデジタル EX ) と 
MUSIC (ドルビープ □□ ジック IIx ミュー 
ジック）び切り換わります。 


本機の電源を入れる 

AV アンプ 0 AV アンプボタンを押します。 


© 


リスニングモードを選ぶ 

選んだ U スニングモードのインジケー 
ターび点灯します。 


「オート」を選ぶとき 

• オートボタンを押します。 


ステレオ 


Ih 


1 ...yj 

「ステレオ」を選ぶとき 

-ステレオボタンを押します。 

? T 


… M . 


サラウンド 


「サラウンド」を選ぶとき 

-サラウンドボタンを押します。 

-押すたびに iu 下のように切り換わり 
ます。 


PRO LOGIC 
IIx MOVIE 


,Neo:6 
MUSIC 


Neo:6 ィ 
CINEMA 


PRO LOGIC 
IIxMUSIC ■ 

- PRO LOGIC 


《再生するソフトびマルチチヤンネル音声のときは、 
収録されている音声 (Dolby Digital / DTS / MPEG - 
芝 AAC ) を忠実にデ〕ード馆生)します。入力信号 
によってはいくつかのモードを選択でさる場合も 
あります。 

「アドバンスドサラウンド」を選ぶとき 

ァ^ f 竺タド. アドバンスドボタンを押します。 

^^ • 押すたびに iU 下のように切り換わり 

9 〇 


ADV. 

MOVIE 


ADV. 

MUSIC 


TVSURR. —► SPORTS 
- VIRTUAL ◄— 6-STEREO ◄— EXPANDED ◄— GAME ◄-> 


応用操作 
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いろいろな使いかた 


ヴウン/^’モー ドの種類と効果について 


本機では、映画や音楽ソフトなどのあらゆる音声に対して、さまざまな音質を楽しむことびできます。サウンド 
モードは各入力ごとに設定することびでさます。 

サウンドモード(音質効果) 

• ミッドナイト (MIDNIGHT) 

夜間などル音量で聴いていると、どうしてち響さび少なくなったり、微小な音やセ U フび聞こえなかっ 
たりします。ミッドナイト U スニングモードを ON にすると、ル音量でも映画や音楽の情報を聞さ漏ら 
すことなく楽しむことびできます倍入力ごとに日 N / OFF を設定できます)。 

• マナー (MANNER) 

キンキンする高音や、ドンドン響く低音を和らげて再生します。高音び鋭くて耳につくときや、低音 
び大さすざて不快なとさなどに効果的です。 

• ブライト但 RIGHT) 

Sch ソースを再生しているときに不足しびちな低域と高域を補正し、ク U アなヴウンドを再生します。 

- 重低音 (S. BASS) 

低音のレベルを上げて迫力ある再生にします。 

• OFF 

音質効果を付け加えません。 


ヴクン F モ ー F ぞ遷ぶ 


AV アンフ f AV7 ンブ1 入力機器 

© 圍。 @ 

r ~1 rDVD I frWBSl rPVFWTRl 

SR+ I 

[ I y video! り□ンり 

I 録画 HDD 


オート ステレオサラウンドアド K ンス 

CD CD CD CZ 

ヴウンド SBch 

-,モード ダイアログ モード 

口 CZ 



固匹)居)固 
の©®硬 
© © © 
の ® (D ©" 


入力切巧チヤンネル 

りり 


口 


Pioneer 


1 サウンドモードを選ぶ 

サゥが‘ . サウンドモードボタンを押す 

( - ) 押すたび iU 下のように切り換わりま 

す。 


- ►MIDNIGHT — ► MANNER - 

—— OFF ◄— S.BASS ◄— BRIGHT 


因メモ 

▼工場出荷時は 「 OFF 」 に設定されています。 

▼ 「ミッドナイト」を選んでいるときに音量を調整する 
と、「ミッドナイト」の音場効果ち自動調整されま 
す。 

▼ DTS 96/24音声を再生中は OFF になります。 
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いろいろな巧いかた 


DVD 5,1 ch アナ□グ入力を再をする 


DVD オーディオ対応の DVD プレーヤーや外部デコーダーなどの己1 ch アナ□グ音声出力端子の付いている機 
器を接続して、己. Ich サラウンド再生を楽しむことびできます。 DVD 己. Ich アナ□グ入力の再生は DVD の入 
力を選んでいるとさのみ操作することびでさます。 



セ U フやボーカルを際立たせ、定位感を調整することですっきりとした聴きとりやすい音場になります。 



ダイア□グエン八ンスメントモードを ON にする 

ダィ迎グ . ダイア□グボタンを押します。 

^——》 • 表示部の DIALOG インジケーターび 

点灯します。 


か 
け 5) り 

胃り^^が 

I ° - J H 
fei LiiJ Cfj H 


因メモ 

▼ 工場出荷時は OFF に設定されています。 

▼ 96 kHz /88 .SkHzU ニア PCM、DTS 96/ S 4 また 
は MPEG-S AAC 音声を入力しているときは OFF 
になります。 


応用操作 
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いろいろな使いかた 


サラウンドバックチヤンネル信号の 0 N / AUT 0/0 件を設定する 


本機ではサラウンドバックスピーカーの設定 (37 ぺージ)に応じて「サラウンドバックモード」と「パーチャル 
サラウンドバックモード」の2つの機能び自動的に切り換わります。 

サラウンドバックスピーカーを無し (一) に設定しているときは、サラウンド信号を処理することで仮想のヴラウ 
ンドバック ch (パーチャルサラウンドバック)音声を作り出し、己本のスピーカーでも 6.1 ch 再生のような効果 
び楽しめます。お好みに応じてサラウンドバック ch 信号出力の日 N / AUTO / OFF を選択してください。 

ON :(バーチャル)サラウンドバック信号を出力し、最大 6.1 ch での再生を行います。 

AUTO :入カソースや U スニングモードに応じてサラウンドバック ch び自動的に日 N / 日 FF します。 

OFF :(バーチャル)サラウンドバック ch 信号は出力されません。 


入力信号の種類や U スニングモードにより出力の状態は変化しますので、サラウンドバックモードについての詳 
細は下表をご覧ください。 


入力信号 

サラウンド 
バックモード 

U スニングモード 

才ート 


サラウンド 

アドバンスド 
サラウンド 
(パ‘ーチャルを除く） 


PRO LOGIC llx 
MOVIE/MUSIC 

Ne 日 :6 

ドルビーデジタルサラウンド EX/ 

DTS-ES(6.1ch 検出信号につさ） 

AUTO 

ON 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

ドルビーデジタル 5.1 か 

AUTO 

X 

X 

X 

- 

〇 

ON 

〇 

〇 

〇 

ドルビーデジタル /DTS 

MPEG-2 AAC(4.1ch など） 

AUTO 

X 

X 

- 

- 

〇 

ON 

〇 

〇 

MPEG-2 AAC 

(2ch ステレオ） 

AUTO 

ON 

X 

- 

〇 

- 

〇 

PCM 96kHz/88.1kHz 

(2ch ステレオ） 

AUTO 

ON 

X 

- 

- 

- 

- 

ドルビーデジタル /DTS 

上記韻の PCM/ アナ□ク俾 h ステレオ) 

AUTO 

ON 

X 

- 

〇 

〇 

〇 

DTS96/24 

AUTO 

ON 

X 

X 

- 

- 

- 

アナ□グ 5.1 か入力 

AUTO 

ON 

- 

- 

- 

- 

- 


〇:サラウンドバックスピーカーから音び出ます。 

X :ヴラウンドバックスピーカーから音び出ません。 
— ; U スニングモードを選択でさません。 
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いろいろな使いかた 


バーチャルサラウンドバックモードについての詳細は下表をご覧ください。 


入力信号 

バーチヤル 
サラウンド 
バックモード 

U スニングモード 

才ート 


サラウンド 

アドバンスド 
サラウンド 
(パーチャルを除く） 


PRO LOGIC II 
MOVIE/MUSIC. 
PRO LOGIC 

Neo:6 

ドルビーデジタルサラウンド EX/ 
DTS-ES(6.1ch 検出信号につさ） 

AUTO 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

ON 

ドルビーデジタル /DTS 

MPEG-2 AAC*(4.1 化 Ich など ) 

AUTO 

X 

X 

- 

- 

〇 

ON 

〇 

〇 

MPEG-2 AAC* 

(2 かステレオ） 

AUTO 

X 

- 

X 

- 

〇 

ON 

PCM 96kHz/88.1kHz 

(2ch ステレオ） 

AUTO 

X 

- 

- 

- 

- 

ON 

ドルビーデジタル /DTS 

上記謡の PCM/ アナ □ グ (2 かステレオ ) 

AUTO 

X 

- 

X 

〇 

〇 

ON 

〇 

DTS96/24 

AUTO 

X 

X 

- 

- 

- 

ON 

アナ□グ 5.1ch 入力 

AUTO 

— 

— 

— 

— 

— 

ON 


: MPEG-2 AAC 入力のときバーチャルサラウンドバックモードでは操作 
でさません。 



サラウンドバックモードを ON にする 

• SBch モードボタンを押します。 

• 押すたびに ON / AUTO / OFF び切0 
換わります。 

サラウンドバックモードの時 


SBch 

モード 


パ'—チヤルサラウンドバックモードの時 


因メモ 

▼ 工場出荷時は！; TF のように設定されています。 

-サラウンドバックスピーカーび接続されているとさはサラウンドバックモードび 「 ON 」。 

• サラウンドバックスピーカーび接続されていないときはパーチャルサラウンドバックモードび 「 OFF 」。 
▼サラウンドスピーカーび「無し(一)」に設定されているときは(パ'-チャル)サラウンドバックモードを ON / 
AUTO に切り換えることはできません。 


応用操作 
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いろいろな使いかた 


その他の機能 


—時的に音を消す(ミュート) 


消音一 
ボタン 


AV アンプ f AV7 ンフ1 入力機器 

© 圈。 @ 


I_ ] 厂 DVD 1 fTV/BS I IdVFWTrI 

SR+ 

I_] [l video! 。 □ ン £1 

I 麵 綺酷让 


才ート ステレオヴラウンドアドバンスド 

ロロ ロロ 

ヴウンド SBch 

-1モード ダイアログ モード 

( _ 0 ( LJ ) 

言量 +)- 


嗯醒^^貪 

6© り 

胃り^が 

を巧表 d 番巧内容 

因にご因 
固匹)居)固 
の©®绿 
® ©©包)" 

の® (D 


し。广+ ) し+ J 

入力切巧チヤンネル mm 

りりり 


ス U —プ 
ボタン 

ディマー 

ボタン 


1音を消す(ミュートする） 

-消音ボタンを押します。 

. 一時的に音び消えます。再度押すと元の音量に戻り 
ます。音量一/+ボタンでもミュートを解除するこ 
とびでさます。 


表示部の巧るさを調整する げ V マー) 

表示部の明るさを4段階に調整することびでさます。 

1 リモコンの操作モードを AV アンプに切り換える 

AV アンプ U モコン操作ボタンを押します。 


2表示部の明るさを調整する 

• ディマーボタンを押します。 

-押すたびに表示部の明るさび「明るい」「少し暗い」 
「暗い」 「 OFF 」 の4段階で切り換わります。 


◎ メモ 

▼ OFF に設定したときはインジケーターも消灯し、音量レベル表 
示のみびうつすらと点なします。 

▼設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたときは明るく 
点巧し、2秒後に元の明るさに戻ります。 


ス U — プタイマーを設定する(スリーブ) 

時間を設定して自動的に電源を切ることびできます。 


リモコンの操作モードを AV アンプに切り換える 



AV アンプ U モコン操作ボタンを押します。 


タイマーを設定する 

スリ_プ • ス U —プボタンを押します。 

nn - XU —プインジケーターび点灯します。 

ス IJ ープ タイ7 ー インジケーター 



-押すたびに時間び「9日分後」「6日分後」「3日分後」 
「 OFF 」 の4段階で切り換わります。 
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因メモ 

▼ XU —プタイマーを設定したあとにス U —プボタンを]回押す 
と、現在の残り時間び表示されます。表示中に再度ス U —プボ 
タンを押すと再設定されます。 































































ヘッドホンを使ラ 


いろいろな使いかた 



へッドホン端子 


へッドホンプラグをへッドホン端子に差し込む 

-差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 

• 「ステレオ」と「アドバンスドサラウンド」の「へッ 
ドホンサラウンド」しソ外の U スニングモードを選 
ぶことはでさません。 



特定のスピーカーの音量を調節する(チヤンネルレベル) 


音楽、映画ソフトなどを実際に再生しなびらスピーカーの音量を調節することびでさます。じ(下の手順で操作し 
ます。ここで設定を変更した時点で、自動設定や MCACC 設定よりもこの設定値び優先されます。ただし、設定 
変更後、センタースピーカーまたはサブウーファーを追加(接続する)または削除(接続を外す)すると、設定び無 
効となり、次に電源を入れたときに再度自動的に設定されます。詳しくは『スピーカーの設定について』 (37 ぺ一 
ジ)をご覧ください。 



1本機の電源を入れる 


W マ乃 OAV アンプボタンを押します。 

© 



音量を調節する 

音量 ~音量+/—ボタンでお好みの音量に調節 
します。 


3 リモコンの操作モードを AV アンプに切り換える 

^^3 AV アンプ U モコン操作ボタンを押しま 

H 卜 ^ 〇 


応 



4調節する スピーカーを 切り換える 


chSRTI 


- CH 選択ボタンを押します。 

-押すたびに スピーカーび 切り換わり 
よ9 〇 


-選ぶことびできるスピーカーは、『ス 
ピーカーの 設定』 (4 日〜 41ぺ ージ) や 
「 U スニン グモード] (27 〜28ぺ一 
ジ)によって異なります。 


スピーカーの 音量を調節する 


\/\ ボタンで調節します。日.己 dB 単位 
で一]日〜+ ] 日 dB の間で調節すること 

の びでさます。 


◎ メモ 

▼ CH 選択ボタンを押してスピーカーの音量調節モードに入ったとき、 ] 日秒間何も操作び行われないとス 
ピーカーの音量調節モードは自動的に終了します。レベルー/+ボタンで選択していたときは己秒後に自 
動で終了します。 
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いろいろな使いかた 
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. 一力一の音量を調整ずる 


すべてのスピーカーの音量のバランスを調整します。ただし各スピーカーの音量を調整したあとに 『 MCACC (自 
動サラウンド解析）設剧 (24 ページ)を行うと設定内容は無効になります。 



オート ステレオサラウンドア 

ロロ ロ 1 

,-,モード ダイア□グ 

t __ J 1 

3ド 

SBch 

モード 

コ 

k ; ■音量 - 



ド'…ド" I — ' 广 

ま巧ナ J 

——細 


給を 

r^j I ° ► J 

固因固固 
の©③每2 
® ©©城 ，1 

の風 （D © 1 。 


C*J ( +つ广 +~) 

人力切換チヤンネル 音屋 

りりり 


ち 


Pioneer 


4,6 


1本機の電源を入れる 


ンプ 0 AV アンプボタンを押します。 

@ 



音量を調節する 

—~—^音量+/—ボタンでお好みの音量に 
- ) 調節します。 


3 リモコンの操作モードを AV アンプに切り換える 

A V アンプ U モコン操作ボタンを押 
イ ト しふ:^ 〇 


4テストトーンを出力する 


I テストトーン I 


テスト I -ーンボタンを押します。 
『スピーカーの設定』 （4 日〜4 ] 
ぺージ)で「有り」に設定されてい 
るスピーカーからのみ出力されま 


す。 


-ヴーという音び(下の順番で出力 


されます。 



因メモ 

▼ 工場出荷時の各スピーカーの音量は Od 巳に設定 
されています。 

▼サブウーファーのテスト!-ーンは、周波数び低 
いため実際の音量より小さく聞こえます。 

▼サブウーファーの音量は音楽、映画ソフトなど 
を実際に再生しなびら、適切な値に調節して< 
ださい。 

▼サブウーファーの音量はできるだけサブウー 
ファー側で調節してください。本機での音量調 
節は補助としてお使いください。 

▼ 96/88 .SkHz リニァ PCM または DTS 96/ 
24音声再生しているとき、および DVD 己1入 
力を選んでいるとさはテスト I -ーンを調整する 
ことびでさません。 


r - フ□ント左 ( L ) — ► センター ( C ) — ► フ□ントち ( R ) 

サブウーファー ( SW ) ◄—ヴラウンド◄—ヴラウンド◄—ヴラウンド 
左 ( LS ) バック ( SB ) ち ( RS ) 


三 


テストIンび出力されているスピーカーの音量 
を調整する 


の 

の 


tA | ボタンで調節します。 

各ス ピーカーからの 音び同じ大さ 
さに聴こえるように調節します。 
音量は± ] 日 dB の範囲で調節する 
ことびでさます。 


テスト!ンを止める 

へ -テスト!-ーンボタンを押します。 
^3 • 音量の調節び終了します。 


07■ストト— 






































































システム設定 


必要に応じて項目を選び、各種設定および調整を行ってください。 


ス ピーカーの自動設定について 


本機は、センタースピーカー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーおよびサブウーファーび接 
続されている/いないを自動で検出して、各スピーカーの設定を8つの組み合わせから自動で選びます OU 下の表 
をご覧ください)。 

ただし、『スピーカーの設定』 (4 日〜 4] ページ)を変更すると、次回からは変更後の設定び優先されます。変更後 
にセンタースピーカー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカー、サブウーファーを追加(接続する) 
または削除(接続を外す)したとさは、電源を ON したとさに再度自動でスピーカーの設定を行い、ご自分で行つ 
た設定は無効となります。 


サブウーファー 

フ□ントスピーカー 

センタースピーカー 

サラウンドスピーカー 

サラウンドバックスピーカー 

有り (ON) 

ルが） 

ル (S) 

ルが） 

ル (S) 

無し卜） 

無し卜） 

無し卜） 

ルが） 

ルが） 

無し卜） 

無し卜） 

無し (OFF) 

大 (L) 

ル (S) 

ルが） 

ル (S) 

無し卜） 

無し卜） 

無し卜） 

ルが） 

ルが） 

無し卜） 

無し卜） 


※サラウンドスピーカーは、サラウンド左スピーカーを接続している/いないによって検出されます。 


スピーカー の設定について 


お好みに合わせて下記の表のように組み合わせて設定を変更することびでさます。 


フロントスピーカー 

センタースピーカー 

サラウンドスピーカー 

サラウンドバックスピーカー 

サブウーファー 

ル (S) 

ル (S)/ 無し (-) 

ルに） 

ル (S)/ 無し (-) 

SUBWF 200 Hz 

SUBWF 150Hz 

SUBWF 100 Hz 

無し卜） 

無し卜） 



大 (L) 

大 (L)/ ル (S)/ 無し(一） 

SUBWF 200 Hz 

SUBWF 150Hz 

SUBWF 100 Hz 

SUBWF PLS 

日 FF( - ) 

大山） 

大 (L)/ ル (S)/ 無し(一） 

ルに） 

ル (S)/ 無し (-) 



無 U-) 

無 U-) 


応用操作 設定 
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システム設定 


フ〇ン h / センター/サラウンド/サラウンドパックスピーカーの設定(崎40ぺージ) 

スピーカーの有り/無しおよび低音域を再生する/しないを設定します。 

※フ□ントスピーカーは必ず接続してください。 

大 ( L ) :低音域 (1 日日 Hz じ(下)を再生する能力び十分あるスピーカーを接続しているときに選びます。 

目安はコーンサイズ(振動板の□径)び約] 2 cm iU 上です。 

ル ( S ) :ル型のスピーカーを接続して、低音域を他のスピーカーやサブウーファーで再生するとき 

に選びます。 

目安はコーンサイズ(振動板の□径)び約] 2 cm 未満です。 

無し(一） :接続していないときに選びます。無し(一）に設定されているスピーカーの音声は、他のス 

ピーカーで 再生されます。 

※フ□ントスピーカーを無し （一） に設定することはできません。 

サブゥーファーの設定一41ぺージ) 

サブウーファー(低音域を専門に受け持つスピーカー)の有り/無しおよび何 HzlU 下の低音域を再生するかを設定 
します。 

SUBWF 200 / I 己日/1日日 Hz : LFE 成分(超低域信号成分)と「スピーカーの設定」でル ( S ) に設定したスピー 

カーの低音域び出力されます。表示される数字(周波数200/ I 50/1日日 Hz ) 
下の低音域を再生します 

SUBWF PLS :サブウーファーから常に音を出したいときに選びます。 LFE 成分艇低域信号 

成分)と「スピーカーの設定」で大 ( LARG 口に設定したスピーカーの低音域 
び出力されます。 

0 FF ( - ) :ヴブウーファーを接続していないときに選びます。 

低音域は他のスピーカーで再生されます。 

「フ□ントスピーカーの設定」でフ□ントスピーカーをル ( S ) に設定していると、ヴブウーファーは日 N ( SU 巳 WF 
]日日 Hz、SUBWF ] 日日 Hz 、 SU 目 WF 2日日 Hz のし^ずれか)に固定されます。 OFF や PLS を選ぶ i ことはできま 
せん。また、サブウーファーを接続しないときはフ□ントスピーカーを大 ( L ) に設定してくださし、大 ( L ) に設定 
しないと低音び損なわれます。 


LFE アツテネータの設定(一43ぺージ) 

ドルビーデジタル信号や DTS 信号に含まれる LFE 成分艇低域信号成分)の信号レベルび大きすざて、スピー 
力一から出る音に歪みび生じて しまう ときに、その信号レベルをアツテネート爛衰) する量を設定することび 
でさます。 

日 d 巳 :収録されているレベルのまま再生します。 

10 dB :レベルを]日服アツテネート爛衰)します。 

LFE 0 FF : LFE 成分の音び出なくなります。 


ス ピーカーまでの距離の設定について 


ス ピーカーおぶびサブウーファーまでの距離の設定(峡43ぺージ) 

U スニングポジション(視聴位置)からフ□ント左ち/センター/サラウンド左ち/サラウンドバックスピーカー 
およびサブウーファーまでの距離を設定します。 

設定後に 『 MCACC 設定』 (24 ページ)を行うと、 MCACC 設定の設定値び優先されます。 

それぞれのスピーカーまでの距離を入力することによって、その差により生じる音のタイミングのズレび自動 
的に補正され、 U スニングポジシヨンで適切な音場効果を得ることびでさます。 
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その他のシステム設定の I 具目について 


システム設定 


タイナミツクレンジ3ントロールの設定(呼44ぺージ) 


ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語です。「どのくらい小さな音」から「どのくらい大さな音」までを 
正確に(ルさな音はノイズに埋もれずに、大きな音は歪まずに)再生できるかを数値 ( dB ) で表したちのです。ダイ 
ナミックレンジコント□ールとは、このダイナッミックレンジを圧縮する機能です。音量をルさくして映画を楽 
しむときなどにダイナミックレンジを圧縮すると微小な音も聞きやすくなります。 

OFF :ダイナミックレンジを圧縮せずにソフトに収録されたまま再生します。 

MAX :ダイナミックレンジを最ち圧縮します。 

MID :ダイナミックレンジを少し圧縮します。 


因メモ 

▼ この機能は、ダイナミックレンジコント□ール対応のドルビーデジタルソフトにのみの効果びあります。他 
のソフトをル音量で楽しむときは「ミッドナイト」モード (3 日ページ)び効果的です。 


デュ アルモノの設定(崎44ぺージ) 

モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号のことを] +] デュアルモノラル信号といいます。ここでは 
デュアルモノラル信号び入力されたときにどちらの音声をどのスピーカーから出力するかを設定します。この設 
定は、じ(下のような MPEG -2 AAC やドルビーデジタルの] +] デュアルモノラルフオーマツトのソースにのみ 
有効です。 

• BS デジタル放送のモノラルの二力国語放送や音芦多重が送など 

ステレオの二力国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフオーマツトになります。 

-二力国語が送などを DVD レコーダーの VR モードで録画したもの 

ただし、録画モードによってはデュアルモノラルと異なるフオーマツトになります(詳しくは DVD レコーダー 
の取扱説明書をご覧ください)。 

chi :チャンネル]の音声のみを再生するとさ選びます。 

ch 2 :チャンネル2の音声のみを再生するとさ選びます。 

し C ] R . C 2 :チヤンネル]/チヤンネル2の音声をそれぞれ左/ちのフ□ントスピーカーから分けて再生 
するとさ選びます。 


Y ンプツ トアツテネータの設定 (^45 ぺージ) 

入力信号のレベルび大きすざて、スピーカーから出る音に歪みび生じてしまうときは、この設定を ON にする 
と入力信号のレベルをアツテネート(減衰)することびでさます(アナ□グ入力信号にのみ有効)。 

同軸デジタル端子とがデジタル端子(が V の入力切換設定 (^45 ぺージ) 

工場出荷時は、同軸デジタル入力(同軸)二 DVD 、 光デジタル入力](光り二 DVR / VTR に設定されています。 
光デジタル入力2(光 2) は TV / 目 S に固定されています。工場出荷時と同じ接続(本体後面部の表記と同じ機器 
を接続)をしたときはこの設定を変更する必要はありません。 


工場出巧時 


同軸デジタル入力端子を DVR / VTR に設定し 

同軸デジタル入力(同軸)二 DVD 

一 

たとを 


光デジタル入力1(光り二 DVR/VTR 


同軸デジタル入力(同軸)二 
光デジタル入力](光 1) 二 

DVR/VTR 

DVD 


設 

定 
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ミ夫定ボタン- 


システム設定 


システム設定の各頃目を設定する 


設定する前に 

▼ 各項目についての詳しい説明は38〜39ページをご覧ください。 

▼他の項目を続けて設定するときは設定を終了せず(@を押さず)に备項目の手順2に進みます (4] 〜4己 
ぺ_ジ)。 

▼ 20 秒間ボタン操作びないときは、設定モードを終了します。 

スど一力一の謗を 


ここで設定を変更した時点で、自動設定や MCACC 設定よりも設定値び優先されます。ただし、設定変更後、セ 
ンタースピーカーまたはサブウーファーを追加(接続する)または削除(接続を外す)すると、設定び無効となり、次 
に電源を入れたとさに再度自動的に設定されます。詳しくは『スピーカーの設定について』 (37 ページ)をご覧く 
ださい。 


本機の電源を入れる 

AV ァ、ノづ 0 AV アンプボタンを押します。 


© 


リモコンの操作モードを AV アンプに切り換える 

A V アンプ U モコン操作ボタンを押しま 
す。 


リ當邊乍 


システム設定モードにする 

システム設定ボタンを押します。 


トン ム 


各 スピーカーの 設定 モー ドを選ぶ 

3 ^表示部に！;(下のように表示されます。 

^フ□ントス ピーカーの とさ 


P P 


T h 

■■ ■ --- dB 

センタースピーカーのとさ 

1 P 


■ ■ : ■ ■": dB 

サラウンドスピーカーのとさ 

:… •： 1 1 

□ 1： 

JO : so 

サラウンドバックスピーカーのとさ 


H 1 

：..； L ... 

1-- ■ ■ ■": dB 


い ） C + ) し+ J 

入力切換 チャンネル mm 

dDC±)C±) 





PO み 

ss 

霞ご 

台 i 吃 


0 因^ 
留®©© 
留©©® 
を因の®© 


曾養 ㈱ 
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システム設定 


設定ずる前に 

-各項目についての詳しい説明は38〜39ページをご覧ください。 

-「他の項目から続けて」または「他の項目を続けて」設定するとさは各項目の手順2から始めます。 
- 2日秒間ボタン操作びないときは、設定モードを終了します。 


スピーカーの サイズを選ぶ 


A 

の 


-押すたびにに （ SMALL)」、「L 
( LARGE )」 または「一(無し)」び 
切り換わります（フ□ントスピー 
力一を「一(無し)」に設定すること 
はでさません)。 

-「大 ( L )/ ル ( S )/ 無し(-)」の組み合 
わせには制限びあります。たとえ 
ばフ□ントスピーカーを「ル ( S )」 
に設定すると他のスピーカーを 
「大 ( L )」 にすることはできません。 
詳しくは37ページの表をご覧く 
ださい。 


サブウーファーの設定 

設定変更後にセンタースピーカーまたはヴブウー 
ファーを追加または削除する腊続するまたは接続を外 
す)と、設定び無効となり、次に電源を入れたときに再 
度自動的に設定されます。詳しくは『スピーカーの設 
定について』口 7ぺージ促ご覧ください。 


1 40 ぺージの手順！〜 3 の操作を行う 


サブウーファーの設定モードを選ぶ 

へへ 押すたびに項目び切り換わり、表示 
* ( ) ソ窓に現在®設定び表示されます。 


6設定を終了する 

© 決定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 


3再生したい低域の周波数レベルを選ぶ 

押すたびに iU 下のように切り換わり 
ます。 


の 


广 SUBWF 100 一 SUBWF 150 一 SUBWF 200 ◄-i 
—— ► SUBWF —— (OFF) ► SUBWF PLS ◄ 


4設定を終了する 


© 決定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 


因メモ 

▼ 各スピーカーの性能によりますび、すべてルさい 
スピーカーをお使いのときは、「2日日 Hz 」 に設定 
することをお勧めします。 

▼ フ□ントスピーカーをル ( S ) に設定しているとき 
は、 rPLSJ および 「 OFF 」 を選択することはで 
さません。 

▼『スピーカーの設定』ですベてのスピーカーを大 
( L ) に設定していると「1日日 Hz 」 およびに日日 Hz 」 
を選択することはできません。 

▼ 0 N (1 日日 Hz 、] 日日 Hz、S 日日 Hz ) に設定してし^て 
ち スピーカーの 設定 、 U スニン グ モー ドの選択ま 
たは入力信号の種類によってサブウーファーから 
音び出ないことびあります。 


設 

定 
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システム設定 


設定する前に 

-各項目についての詳しい説明は38〜39ページをご覧ください。 

-「他の項目から続けて」または「他の項目を続けて」設定するとさは各項目の手順2から始めます。 
- 2日秒間ボタン操作びないとさは、設定モードを終了します。 

LFE アツテネータの設定 


1 40 ページの手順！〜 3 の操作を行う 


2 LFE アツテネータの設定モードを選ぶ 



^押すたびに項目び切り換わり、表示 
窓に現在の設定び表示されます。 


3アツテネート(減衰)量を選ぶ 

押すたびに iu 下のように切り換わり 
ます。 

!-► LFEATT 0 ► LFEATT 10 ◄- 

- ► LFE OFF ◄ - 


4設定を終了する 

© 決定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 
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システム設定 


設定ずる前に 

-各項目についての詳しい説明は38〜39ページをご覧ください。 

-「他の項目から続けて」または「他の項目を続けて」設定するとさは各項目の手順2から始めます。 
- 2日秒間ボタン操作びないときは、設定モードを終了します。 


ス ピーカーおぶびサブウーファーまでの距離の設定 

ここで設定を変更した時点で、 MCACC 設定よりち設定値び優先されます。 


センターに ch ) 



サラウンドバック ( S 巨 ch ) 


40 ぺージの手順 1 〜 3 の操作を行う 

各 スピーカーの 距離の設定 モー ドを選ぶ 

へへ 押すたびに項目び切り換わり、表示 
M 窓に現在®設定び表示されます。 


フ□ン ト左 スピーカーの とさ 



•… J 

■■■ ミ… ■ 

■■■ 

P -SCJ 

センタースピーカーのとさ 


，— J 

■■■ ミ… ■ 

■■■ 

P -SCJ 

フ□ントちスピーカーのとさ 


■; 1.... 

■■■ 

i = i ■■■ dB 

サラウンドちスピーカーのとさ 


: J C ，::: i 

■■■ 

i = i ■■■ dB 

サラウンドバックスピーカーのとさ 

.J .iJ i •… 

■■■ 

m … 


サラウンド左 スピーカーの とさ 


1 q P I 

J i ミ！ ■■■ dB 

サブウーファーのとさ 

q y P ；■ 

J i ミ！ ■■■ dB 


3 各 スピー カ- 

—までの距離を設定する 

^^ 

日.1 m 〜 9 m を日.1 m 間隔で設定す 


ることびでさます。 

の 


4 設定を終了する 

© 

決定ボタンを押して、システム設定 

モードを終了します。 

因メモ 


▼ 『スピーカーの設定』で、無し (一) に設定されてい 

るとさスピーカーの距離を設定することはでさま 

せん。 



設 

定 
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システム設定 
設定する前に 

-各項目についての詳しい説明は38〜39ページをご覧ください。 

-「他の項目から続けて」または「他の項目を続けて」設定するとさは各項目の手順2から始めます。 
- 2日秒間ボタン操作びないとさは、設定モードを終了します。 

ダイナミツクレンジコントロールの設定デュアルモノの設定 


1 40ページの手順！〜3の操作を行う 


1 40ぺージの手順！〜3の操作を行う 


2 ダイナミックレンジコント□ールの設定モードを 
選ぶ 



A 押すたびに項目び切り換わり、表示 
H 窓に現在の設定び表示されます。 



3 OFF 、 MID 、 または MAX を 選ぶ 

押すたびに iU 下のように切り換わり 
ます。 

- ► DRC OFF ◄ - 

-► DRC MID ► DRC MAX ◄- 



2 デュアルモノの設定モードを選ぶ 



^押すたびに項目び切り換わり、表示 
窓に現在の設定び表示されます。 


再生する音芦チヤンネルを選ぶ 


A 

の 


押すたびに iu 下のように切り換わり 
ます。 

— ► chi◄ - ► ch2^ —— 

- ► L C 1 R. c2 ◄ - 


4 設定を終了する 

© 決定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 


4 設定を終了する 

© 決定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 


◎ メモ 

▼ル音量で楽しむときは、 「 MAX 」 に設定すること 
をお勧めします。 

▼ この機能は、ダイナミックレンジコント□ール対 
応のドルビーデジタルソフトにのみの効果びあり 
ます。 
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システム設定 


設定ずる前に 

-各項目についての詳しい説明は38〜39ページをご覧ください。 

-「他の項目から続けて」または「他の項目を続けて」設定するとさは各項目の手順2から始めます。 
- 2日秒間ボタン操作びないときは、設定モードを終了します。 


インブツトアツテネータの設定 


1 40ぺージの手順！〜3の操作を行う 


インプツトアツテネータの設定モードを選ぶ 

A A 押すたびに項目び切り換わり、表示 
M J ソ窓に現在®設定び表示されます。 


ON または OFF を選ぶ 

押すたびに iu 下のように切り換わり 
ます。 

ー ノ IN.ATT ON 一 IN.ATT OFF 


4 設定を終了する 


© 決定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 



同軸デジタル端子とがデジタル端子(が 
1) の入力切換設定 

お手持ちの DVD プレーヤーの光デジタル端子を使用して 
いないとさは、この設定を行う必要はありません。 

1 40ぺージの手順！〜3の操作を行う 


2 同軸デジタル端子の入力切換モードを選ぶ 



^押すたびに項目び切り換わり、表示 
H 窓に現在の設定び表示されます。 


同軸デジタル端子の入力を切り換える 


A 

の 


押すたびに iu 下のように切り換わり 
ふ^ 〇 


DVD ◄ - ► DVRA/TR 

(工場出荷時） （入力切換後) 


4 


光デジタル1 



端子の入力を確認する 

表示窓に現在の設定び表示されます。 
牛+で入力を切り換えることびで 
さます。ただし、同軸デジタル端テの 
設定も変更されます。 



5 設定を終了する 

© 決定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 


◎ メモ 

▼同軸デジタル端子の入力を 「 DVR / VTR 」 に設定 
すると、光デジタル入力]端子の入力は自動的に 
「 DVD 」 に変更されます。 


設 

定 
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システム設定 


接続したプラズマディスプレイと本機を連動して動作させるための設定 


SR +ケーブルで本機とプラズマディスプレイを接続することで、じ(下のようなシステム動作を実現します。 

-プラズマディスプレイの画面を見なびらシステム設定 (37 〜47ページ)、 MCACC 設定 (24 ページ)、および 
音量やヴウンドモードの確認びでさます。 

. 本機の入力を切り換えたときにプラズマディスプレイの入力ち自動で切り換えることびできます。 

• 連動モードを ON にしたときにプラズマディスプレイの音から本機の音へ自動で切り換えることびできます。 


設定する前に 

• 本機とプラズマディスプレイを SR+ ケーブルで接続して、本機とプラズマディスプレイの電源を入れてく 
ださい。 

-「他の項目から続けて」または「他の項目を続けて」設定するとさは各項目の手順2から始めます。 

- 2日秒間ボタン操作びないとさは、設定モードを終了します。 


音量連動モードの設定 


入力連動モードの設定 


「 ON 」 に設定すると連動モードを実行したとき （47 
ページ)、プラズマディスプレイの音量は日になり、本 
機の音へ切り換わります。 


1 40ぺージの手順！〜3の操作を行う 


音量連動モードの設定モードを選ぶ 

へへ 押すたびに項目び切り換わり、表示 
W W ) 窓に現在®設定び表示されます。 


3 ON または OFF を選ぶ 

押すたびに iU 下のように切り換わり 

OS 9 〇 

<CT> V0LC.0N 一 V0LC.0FF 


4 設定を終了する 


© 決定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 


◎ メモ 

▼ 再度 プラズマ ディスプレイの音を出したいときは 
プラズマディスプレイの音量を上げてください。 


本機の音声入力の VD 、 TV / 巳 S 、 DVR / VTR 、 VIDEO 、 
FR 日 NT ) とプラズマディスプレイの映像入力（ビデオ 
]、2、3、4、 PC ) に接続した機器の入力を合わせるた 
めの設定です。 

この設定により、本機の入力を切り換えることでプラ 
ズマデイスプレイの映像入力ち自動で切り換わります。 


1 40ぺージの手順！〜3の操作を行う 


各入力の連動モードを選ぶ 

へへ 押すたびに項目び切り換わり、表示 
( ) ソ窓に現在®設定び表示されます。 


3 接続に合わせてプラズマディスプレイの入力を切 
り換える 

-押すたびにプラズマディスプレイ 
\、 の入力び下のように切り換わり 

ます。 

C INPUT 1 ◄ - ► INPUT 2 ◄ - ► INPUT 3 つ 

TV ◄ ― ◄ ― ►INPUT 已 ◄ ~~ ► INPUT 4 ^ 

(* 一び選択されているとさは入力連動しません） 

たとえば、 DVD プレーヤーを本機の 
同軸デジタル音声入力端子とプラズ 
マディスプレイのビデオ入力]端子 
に接続したとさは、 「 DVD 」 入力を 
「INPUT ]」に対応させます。 
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システム設定 


• 工場出荷時の本機の入力とプラズマディスプレイの 
入力はじ(下のように対応しています。 


本機の入力 

PDP の入力 

DVD 

INPUT 3 

TV/BS 

TV 地上波 

DVR/VTR 

INPUT 2 

VIDEO 

INPUT 1 

FRONT 

INPUT 4 


• プラズマディスプレイ ( PDP ) の目 S デジタル放送を 
選ぶときは、本機の入力を TV / BS に切り換えてか 
ら PDP の入力を切り換えてください。 


連動モードを実巧ずる 

本機とプラズマディスプレイび SR +ケーブルで接続 
されていることを確認してください。 


1 プラズマディスプレイの電源を入れる 


2本機の電源を入れる 

AV アンプ 0 AV アンプボタンを押します。 

@ 


4他の入力を合わせたいときは手順 2〜3 の操作を 
行う 


設定を終了する 

© 決定ボタンを押して、システム設定 
モードを終了します。 


3連動モードを ON にする 

SR+ • SR + ボタンを押します。 

[ — ] 表示窓に Li (下のように表示されま 

す。 



-連動モードを解除したいとさは再 
度 SR + ボタンを押します。 


4システム動作を確認する 

iu 下の操作を行うと本機とプラズマ 
ディスプレイび連動して動作します。 

. 本機の入力を切り換えるとプラズ 
マディスプレイの入力び切り換わ 
ります。 

-本機の音量を調整するとプラズマ 
ディスプレイの画面に音量値び己 
秒間表示されます。 

-その他、本機の各種操作内容およ 
び設定状況を表示します。 設 


◎ メモ 

▼プラズマディスプレイの電源び日 FF のときまた 
は正しく接続されていないとさは連動モードは働 
さません。 

▼入力連動モードを設定していない入力のときは、 
プラズマディスプレイの画面は切り換わりません。 

▼ プラズマディスプレイと本機に表示される音量値 
は異なります。また、プラズマディスプレイの画 
面に表示される音量値は目安です。 

▼ SR + ケーブルを接続した状態でプラズマディスプ 
レイの電源び切れているときは U モコンで本機の 
操作びでさません。 

▼ 連動モードを OFF にしても「音量連動モードの設 
定」と r 入力連動モードの設定」は保持されます。 
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システム設定 


リモコンの操作モードを AV アンプに切り換える 

AV アンプ U モコン操作ボタンを押 
し On 〇 


リモコン 


MCACC 設定ボタンとシステム設定ボタンを同時に巧す 

表示部に iU 下のように表示されます。 


嘿鹽+圈脅 


本機をスタンバイ状態にする 

AV アンプ 電源び ON のとさに AV アンプボタン 

を押します。 


© 


すべての設定を工場出荷時に戻す 


本機のすべての設定 ( U モコンのプ U セツトコード設定は除く)を工場出荷時に戻します。この操作を行う前に、必 
要に応じて現在の設定を覚え書きして残しておくことをお勧めします。工場出荷時の設定については『工場出荷 
時の設定一覧体体)』(下記)をご覧ください。 


4 「 RESET ?」 表示中(己秒 m 内)に*ボタンを巧ず 


◎ メモ 

▼約]力月 iu 上、電源コードを電源コンセントか 
ら抜いた状態び続くと、設定び工場出荷時に戻 
ります。 

▼ U モコンのプ U セツトコードを工場出荷時の設 
定に戻したいときは 『 U モコンの設定を工場出 
荷時に戻す』(己2ぺージ促ご覧ください。 


の 


表示部に iU 下のように表示されます。 


roK ? j 表示中(己秒 m 内)に t ボタンを巧ず 

表示部に iu 下のように表示され、設 
定び工場出荷時に戻ります。電源び 
ON になります。 


本機のすべての設定を工場出荷時に戻すと、(下のように設定されます(プ U セツトコードの設定を除く)。設定 
を工場出荷時に戻す操作については『すべての設定を工場出荷時に戻す』(上試をご覧ください。なお、プ U セツ 
トコードの工場出荷時の設定については『付属の U モコンで他機器を操作する(操作モードの切換)』 (49 ページ) 
をご覧ください。 
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入力機器 

@ 


破 I ロ ロ’ 

]r DVD I ITV/Bsl iDVFWml 


[ ]I [VIDEO 」 [ フ□ン d 

〔沒函 碌画惇止 HDD 


オート ステレオサラウンドアドバンスド 

ロロ ロロ 

サウンド SBch 

-»モード タイア□グ モード 

Ck£)|C_) {) CLJ) 
た-量 +)- 




臟 


胃りが: 

査齡 _ d _ 


I ° J 迫 

因因居)© 

の©③琢 






設定項目 

初期値 

参照ぺージ 

入力 

DVD 

21 

立旦 

曰里 

-(最ル） 

21 

U スニングモード 

才ート 

(すべての入力） 

27 

U スニングモード 

ステレオ 

28 

(へッドホンを差しているとき） 

(すべての入力） 


サウンドモード 

OFF 

(すべての入力） 

30 

ダイア□グエン八ンスメント 

OFF 

31 

サラウンドバックモード 
(接続しているとさ） 

ON 

32 

音声入力切換 

才ート 

23 

スピーカー/サブウーファーの 

自動設定 

40 

ミ几み 

日又た 


41 


設定項目 

初期値 

参照ぺージ 

LFE アツテネータ 

Od 巨 

42 

各スピーカーまでの距離 

2.0 m 

43 

ダイナ三ツクレンジ 
コント□-ル 

OFF 

44 

デュアルモノの設定 

chi 

44 

インプツトアツテネータ 

OFF 

(すべての入力） 

4 己 

同軸デジタル端テの 
入力切換設定 

DVD 

4 己 

光デジタル端テ 1 の 
入力切換設定 

DVR/VTR 

45 

チヤンネルレベル 

全チヤンネル 

Od 巨 

3 己 

表示部の明るさ調整(ディマー） 

明るい 

34 

プラズマディスプレイ連動モード 

OFF 
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付属のリモコンの操作モードを切り換えて、本機なかの/ V イオニア製品や他社の機器を操作することができます。 

• 工場出荷時は U モコン切換ボタンにパイオニアの代表機器のプ U セットコード ( IJ モコンコード)び割り当てら 
れています OU 下の『プ U セットコードの工場出荷時の設定一覧』をご覧ください)。 

-その他の機器を操作したいときは『プ U セットコードを設定する （ U モコンコードの呼び出し)』(日日ぺージ)を 
ご覧になり、 U モコンコードを呼び出してください。 


U モコンの操作モード(下図の可変領域のボタンの働さ)を操作したい機器のモードに切り換えます。『各操作モー 
ドにおける各ボタンの割り当て』(己]ページ)もあわせてご覧ください。 



因メモ 

▼ 操作モードを切り換えてち他機器を操作でさな 
いときは、『プ U セットコードを設定する （ U モ 
コンコードの呼び出し)』(日日ぺージ)をご覧くだ 
さい。 


1操作したい機器を選ぶ 

frwBn • U モコン切換ボタンを押します。 

-「操作モード」び選んだ機器に切り換 
L 耐剛 わります。 

《工場出荷時は本機の「入力」ち同時に 
切り換わる設定になっています(たと 
えば、 DVD ボタンを押したとさは操 
作モードニ DVD 、 入カニ DVD にな 
ります)。 


プ y セツにードの工場出荷時の設定一覽 


リモコンの 
入力切換 
ボタン 

プ IJ セッ トコ ー ドび割り当てられて 
いる機器(パイオニア製品） 

プリセット 

コード 

DVD 

DVD プレーヤー 

020 

TV/BS 

BS デジタルチューナー内蔵テレビ 

231 

DVR/VTR 

HDD 内蔵 DVD レコーダー 

466 

VIDEO 

テレビ(地上波放送） 

667 

フ□ント 

LD 

100 

TV 

コント□-ル 

テレビ(地上波放送） 

巨 67 


TV コント□—ル部について 

TV コント□ール部は操作モードの切り換えにかかわら 
ず、いつでちプ U セットコードを設定した機器を操作す 
ることびできます。詳しくは『プ U セットコードを設定 
する ( IJ モコン〕ードの呼び出し)』(己日ぺージ)をご覧くだ 
さい。 


[DVD] ITV/BS] IDVR/VTr] 
[video] I フ □ ン 3 


I CD CD CZ 

—I モードタイア□グモード 

g ロ ロ ロ 

—音量+ )- 


fim 


巧属のリモコンで他機器を操作ずる(操作モードの切換) 


器の操作 


設定 他機器の操作 
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他機器の操作 


プ y たツ トごードを設定ずる ( y モコンコードの呼び出し) 


U モコン切換ボタンに操作したい機器のプ U セツトコード ( U モコンコード)を割り当てます。操作したい機器の 
電源を ON にしてからじ(下の手順にお進みください。 

工場出荷時に割り当てられているプ U セツトコードついては『プ U セツトコードの工場出荷時の設定一覧』 (49 
ぺージ)をご覧ください。また、対応機器の種類とメーカーについては『プ U セツトコード U スト』(己2ぺージ)を 
ご覧ください。 


の 


1 入力おお 

I @ 




<ZZ) (ZZ) 

[DVD ( [tV/BS I [dVFWTrI 


[_I ivideq] ド□ン t]_ 

r 麵 止 HDD DVD I 


才ート ステレオサラウンドアドバン X ド 

CD CD CD CD 

サウンド SBch 

- . モード ダイアログ モード 

Gi£) Cl_) I _ ) (LJ) 



因留じ)凹 
の© @1巧 
® ©©1^ 


0 風 


S ( 


) 巧 

Iレ 音 S 

) む 


Pioneer 


- LED ランプ 


入力 選択 
ボタン 


因メモ 

▼ コードナンバーを入力したときに、 U モコンを 
操作したい機器に向けていないと電源は ON / 
OFF しません。 

▼ STANDB 丫 / ON モードびない機器については 
正しく設定びでさていても、電源は ON / 日 FF 
しません。設定後、機器び操作でさるか確認し 
て < ださい。 

▼操作できないときは、別のコードナンパーをお 
試しください。 

▼ メーカーや製品によって、「操作できない」ま 
たは「異なる動さをする」ボタンびあります。 

▼ 1分間ボタン操作びないときは自動的に設定 
モードを終了します。 

▼ 操作の途中で A V アンプ U モコン操作ボタンを 
押すと設定モードを終了します。 


プリセツトコード設定モードにする 

• AV アンプ U モコン操作ボタンと数字 
(1) ボタンを同時に押します。 


リモコ三 





LED ランプび点滅して、プ U セット 
コード設定モードになります。 

プ U セットコード設定モードを中止 
するには、 AV アンプ U モコン操作ボ 


タンを押します。 


L 設定したいボタンを選ぶ 

入力 選択 ボタン -入力選択ボタンを押します。 TV コン 

卜□ールにプ U セツトしたいとさは 
TV コント□ールの0ボタンを押しま 
す。 


ロ ロ 

[DVD ) [tV/BS ) IDVR/VTr] 
[WDEOj _ [ フ□ン d _ 


TV コント□-ル . LED ランプび点灯に変わります。 

ボタン 

nn 


3操作したい機器にリモコンを向けて、その機器に該当 


する3巧のコードナンパ’一(日2ぺージ)を入力する 


の©③ 

® ©© 
0® © ® 


数字の〜 9) ボタンを押して入力しま 
す。 

正しいコードナンバーび入力される 
と、 LED ランプび点滅します。 
正しいコードナンバーび入力される 
と、電源日 N / OFF 信号び U モコンか 
ら送信され、操作したい機器の電源 
び日 N または日 FF に切り換わります。 
コードナンバーの入力の正誤にかか 
わらず手順2に戻ります。 


4他の機器を設定するときは手順2〜3を繰り返す 


プリセツトコード設定モードを終了する 


造編 


• AV アンプ U モコン操作ボタンを押し 
よ9 〇 

- U モコンび通常操作に戻ります。 
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各操作モードにおける各ボタンの割り当て 


他機器の操作 


この表にはげ表的な動作を記載しています。 

メーカーや製品によつては、 r 操作でをない J または r 異なる働ををする J 場合ちあ D まず。 
詳し<は実際に操作ずる機器の取扱い説明書をあわせてご實<ださい。 



DVD / DVR/LD 

DVD ゲーム機 

VTR 

テレビ/巨 S デジタ 

ルチューナー 

SAT/CATV 

入力機器 6 

電源日 N/OFF 


電源 ON/OFF 

電源日 N /0 FF 

電源日 N/OFF 

►州 

再生 

START / 再生 

再生 

d / 再生/表示終了 

d / お好み 

■ 

停止 

X /停止 

停止 

巨 S 9/ 緑 

信号切換 

II 

一時停止 

一時停止 

一時停止 

巨 S 7/ ホ 

TV / ラジオ 

►► 

早送り 

R 2/ 早送り 

早送り 

番組情報/3お 

番組情報 

◄◄ 

早戻し 

L 2/ 早戻し 

早戻し 

ま組表 

ま組表 

►►1 

次のチャプター 

R 1/ 次 


BS 1 1/黄 

ページ/チヤンネル+ 


前のチャプター 

L 1/ 前 


巨 S 己/青 

ページ/チヤンネルー 

番組ナビ 

トップメニュー/ 
ディスクナビ 

□ /TITLE 


目 S メニュ ー/ 

番組ナビ 

目 S メニユ ー/ 

番組ナビ 

メニユー 

各種メニュー 

a/menu 


メニュー 

メニユー 

音声 

音声切換 

R 3 /BACK 

TV / VIDE 0 切換 

二重音声 

衛星切換 
二重音声 

戻る 

戻る 

L 3/ INF 0 


戻る 

戻る 

t i トー 

十字キー 

十字キー 


十字キー 

十字キー 

© 

決定 

〇 /SELECT 


決定 

決定 

1 -9 

チャプタ ー(1-9) 

チヤプタ ー(1-9) 

チヤンネル （1-9) 

チヤンネル （1-9) 

チヤンネル （1-9) 

0(10) 

チャプター (0/10) 

チヤプター(10) 

チヤンネル （10) 

チヤンネル （10) 

チヤンネル （10) 

+ 10(11) 

チャプター(+10) 
クリア 


チヤンネル （11) 
チヤンネル (+10) 

チヤンネル （11) 
チヤンネル (+10) 

* 

チヤンネル+ 

チヤンネル+ 


チヤンネル+ 

チヤンネル+ 

ページ/チヤンネル+ 

チヤンネルー 

チヤンネルー 


チヤンネルー 

チヤンネルー 

ページ/チヤンネルー 

予約/確認 

咬夫定 Jl 2 

入力決定 ( DVD ) 

A / 目面切換 ( LD ) 
予約録画 ( DVR ) 

SELECT/ENTER 

チヤンネル （12) 
入カミ夫定 

チヤンネル （12) 
入カミ夫定 

チヤンネル （12) 

# 

入力決定 

録画と ► を同時巧し 



録画 



録画 

録画開始 





録画停止 

録画停止 





HDD 

HDD 操作モード 





DVD 

DVD 操作モード 






= DVR のみ 

^■= HDD 付 DVR 
のみ 



=目3デジタル 
チューナーのみ 

= SAT のみ 


他 

機 

器 

の 

操 
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他機器の操作 


プ U セツトコード LI ス 


DVD プレーヤー 

メーカー 名 

メーカーコード 

TOSHIBA 

001 

SONY 

002,016 

PANASONIC 

003 

VICTOR 

日 04 

SAMSUNG 

005 

SHARP 

006 

AKAI 

007 

DEMON 

010 

HITACHI 

012 

PHILIPS 

013 

MICROSOFT 

日 17 の VD 機能付きゲーム機) 

PIONEER 

000, 003, 008, 020, 

111 の VD/LD プレーヤー） 

BS デジタルチューナー巧蔵テレビ 

メーカー 名 

メーカーコード 

PIONEER 

231 (BS デジタル） 

日日 7( 地上波） 

テレビ 

メーカー 名 

メーカーコード 

PANASONIC 

622 

SONY 

604 

TOSHIBA 

663 

MITSUBISHI 

609 

HITACHI 

664 

VICTOR 

665 

SHARP 

602 


SANYO 

614 

AIWA 

660 

NEC 

659 

FUNAI 

658 

FUJITSU 

666 

PIONEER 

日日 7( 地上波のみ） 

231 

DVD レ 3- 

■ ダ _ 

メーカー 名 

メーカーコード 

PIONEER 

456, 466, 467, 468 

KENWOOD 

456 

SANYO 

456 

MITSUBISHI 

456 

TOSHIBA 

464 

PANASONIC 

465 

BS デジタルチューナー 

メーカー 名 

メーカーコード 

PANASONIC 

226 

VICTOR 

227 

TOSHIBA 

228 

PIONEER 

VTR 

22 日 , 231 

232(HDD 内蔵） 

メーカー 名 

メーカーコード 

PANASONIC 

482, 483, 493 

TOSHIBA 

484, 494 

HITACHI 

485, 492 

SONY 

480, 481,49 日 , 49 日 , 497,498 


MITSUBISHI 

486, 487, 490 

SANYO 

488 

SHARP 

489, 491 

CS チューナー 

メーカー 名 

メーカーコード 

VICTOR 

551,552,553 

SHARP 

554 

TOSHIBA 

555 

HITACHI 

556 

SONY 

557 

PANASONIC 

558 

MASPRO 

559, 5 日日,日日 1 

AIWA 

562, 563, 564 

CATV チユーナー 

メーカー 名 

メーカーコード 

PIONEER 

718 

LD プレーヤー 

メーカー 名 

メーカーコード 

SONY 

101 

PANASONIC 

105,106 

KENWOOD 

103 

PHILIPS 

104 

MITSUBISHI 

100 

PIONEER 

100,111 


因メモ 

▼ 本機の U モコンは上記の表にあるメーカーの製品に対応しています。すべてのプ U セツトコードを呼び出してもメーカーや 
製品によって、「操作できなしりまたは「異なる働きをする」ことびあります。 


リモコンの設定を工場出荷時に戻ず 


U モコンの設定をすべて工場出荷時に戻します。 


AV ジプ [AV7 ンフ1I 乂巡ぉ 

©圏 A © 


C-) CD 

I_] I DVD 1 ITV/BS 1 iDVFWml 


[I y … DEO] I フ□巧 

「 mm 止 HDD 


才ート ステレオサラウンドアドバンス 

ロロ ロ c 

- . モード ダイア□グ モード 

励1ロ ロ CZ 

た-* +y 



固匹)居)因 
の©®琢 
任)包)©强" 
の風@@- 


• LED ランプ 


1 AV アンプリモコン操作ボタンを巧しなび5数字 (0) 
ボタンを3秒、仪上巧し続ける 

LED ランプび3回点滅します。 

U モコンの操作モードは DVD に切り換 
わります。 






因メモ 

• 3回点滅する前に手を離すと、設定の U セットは 
キャンセルされます。 

-工場出荷時のプ U セットコードの設定については 
『プ U セットコードの工場出荷時の設定一覧』 (49 
ページ)をご覧ください。 











































その他 


DVD ソフトのパッケージのほとんどに下のような表示びされています。 

1枚のディスクに複数の音声び収録されていることび多く、どの音声を聴くか選ぶことびできます。 


例）⑤ )） 


1. 英語（己 Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 己 Ich サラウンド） 


□□ DOLBY 


収録音声数 記録方式 

音き記録方ぶ 

ドルビーデジタル配宵离 

DVD の標準音声フォーマットの 1 つとして採用された音声圧 
縮記録ち式です。モノラル信号 (1ch) やドルビーサラウンド信 
号 (2ch) などから己. ] ch サラウンド信号(現在の映画や DVD 
の記録ち式の主流）まで網羅する柔軟性の高いち式です。 
已 . 1 かソフトの各チヤンネルには、独立した音声と LFE と呼 
ばれる低音び記録されています。デジタル接続して再生する 
ことにより、すべてのチヤンネルの信号び伝送され、臨場感 
あふれるマルチチヤンネルサラウンド再生を楽しむことびで 
さます。 

ドルビーデジタル信号を再生するには DVD プレーヤーと本機 
をデジタル接続することび必要です。 

ドルビーデジタルサラウンド EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウォーズ- 
エピソード]」の製作に向けて、ドルビーラボラト U —ズと 
ルーカスフィルム社で共同開発された、 6.1 ch 再生可能な新 
しい音響フォーマットです。 

新たに加えられたサラウンドバック ch により空間表現力、定 
位感び高められ、中央から離れた客席からでも 36 日度の回転 
や頭上を通過するような移動音効果-音像をより生々しく体 
感することび巧能となりました。フィルム上ではサウンドト 
ラックのサラウンド L / サラウンド R チヤンネルにエンコード 
されるため、既存のドルビーデジタル巧. 1 C h) 環境での再 


音声記録ち式 


DTS 9 巨 /24 

SURROUND 

DTS 社び開発した最新サラウンドフォーマットで、スタジオ 
のマスター音源のクオ U ティ (96 kHz /24 Bit ) を踏襲する高音 
質な圧縮技術です。 DVD - VDEO フォーマットにおいて高画 
質な映像と高音質サウンドを同時に楽しめることを目的とし 
て開発されました。 

既存の DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 96/24 デコー 
ダー(本機は DTS 96/24 デコーダーを搭載しています)をデ 
ジタル接続することで、この八イクオ U ティー音声び再生巧 
能です(専用プレーヤーは必要ありません)。 

PCM 

Pulse Code Modulation の略で、圧縮していないデジタル 
音声です。 CD の音声はほとんどこのち式で、 DVD の標準音 
声フォーマットの]つでをあります。 CD のヴンプ U ング周波 
数び 44 kHz であるのに対し、 DVD のヴンプ U ング周波数は 
48 kHz や 96 kHz と高いので、 DVD のちびより高音質の音 
声を楽しむことびでさます。通常は 2 ch で収録されています。 

MPEG-2 AAC(Advanced Audio Coding) 

MPEG -2 才ーディオの標準ち式の T つで、 BS デジタル放送 
で採用されている音声符号化規格です。高圧縮率(低ビット 
レート)にもかかわらず、高音質を確保でさる点び特長で、番 
組内容によりマルチチャンみレ設定び可能なフォーマットで 
す。下び米国パテントナンバーです。 


生互換性びあります。この技術により製作された映画の U ス 

08/937,950 

5 297 236 

日，481,614 

5,490,170 

卜はドルビーラボラト U —ズのウェブサイトでご覧になれま 

5848391 

4,914,701 

日，592,584 

5,264,846 

す。 http :// www . clolby . com / 

日，291,557 

日，235,671 

5,781,888 

5,268,685 

DTS 蟲 

日，451,954 

07/640,550 

08/039,478 

5,375,189 

5 400 433 

日，579,430 

08/211,547 

5,581,654 

デジタルシアターシステム （Digital Theater System ) の略 

日，222,189 

08/678,666 

日，703,999 

05-1 83,988 

です。己 Ich サラウンドび主流で、音声の低圧縮率とデータ 

日，357,594 

98/03037 

08/557,046 

5,548,574 

の高転送レートびをたらす豊富な情報量により、高音質マル 

5 752 225 

97/02875 

08/894,844 

08/506,729 

チチヤンネルサラウンド再生を実現します。 

日，394,473 

97/02874 

日，299,238 

08/576,495 

DTS 信号を再生するには DVD プレーヤーと本機をデジタル 

5,583,962 

98/03036 

日，299,239 

5,717,821 

接続することび必要です。 

日，274,740 

日，227,788 

日，299,240 

08/392,756 

EXTENDED 

日，633,981 

日，285,498 

5,197,087 



DTS-ES r rn ミ马 H 

SURROUND 

2 日日日 年]]月に発表された新たなるサラウンドフ オー マッ 
卜で、 DTS-ES は 「DTS Extended Surround 」 の略称です。 
" DTS - ES ディスク U —卜 6.1" と " DTS - ES マト U ックス 
6.1" の2種類びあり、どちらも従来の DTS 已 . 1 ch デコーダー 
との下位互換性を有しています。 DTS - ES は従来の已 .1 かシ 
ステムにサラウンドバック （ SB ) チヤンネルを加えたもので、 
かつてない音像-定位感をもたらす事び可能になりました。 


他機器の操作 その他 
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その化 


再を方式 

7ルチチヤンネルサラウンド再ち 

3本上のスピーカーでサラウンド再生することです。 3 ch 
上で記録されているソフトについてはソフトに忠実に再生 
します。なかでを己 Ich サラウンド信号の再生は、すべての 
スピーカーからそれぞれ異なる音声び出力されるので、ドル 
ビープ□□ジック11再生に比べ、より立体感のある音場で迫力 
のある臨場感を楽しむことびでさます。 

ドルビープ□□ジックサラウンド再を 

2 ch サラウンド信号や 2 ch ステレオ信号をドルビープロロ 
ジック回路を通し、マルチチヤンネルサラウンドで再生する 
ことです。 2 ch サラウンド信号については圧縮された信号を 
忠実にデコード厢生）し、 2 ch ステレオ信号については2 
チヤンネル分の信号からセンター、サラウンドチヤンネルの 
信号をつくりだします。ただし、この再生ち式ではサラウン 
ドチヤンネルはモノラルであるため、左ちのサラウンドス 
ピーカーからは同じ音声び出力されます。 

ドルビープ□□ジック llx サラウンド再生 

ドルビープ□□ジック IIx は、ドルビープ□□ジック II やドル 
ビーデジタル EX をさらに改良し、ステレオ音声や己1 ch の 
映画コンテンツを 6.1 ch または 7.1 ch 再生するマト U クス 
デコード技術です。ステレオ音声に対するマト IJ クスデコー 
ド技術は、メイン ch を已 .1 ch 化していた従来のドルビープ 
□ □ジック II をさらに進化させ、メイン 7 ch を作り出します。 
CD のような通常のステレオ音楽素材に対してちより優れた立 
体音場効果、包囲感、定位感をもたらし、ドルビーサラウンド 
エンコードされた素材に対してはより効果的です。 

また己.] ch ソースに対するマト U クスデコード技術は従来の 
ドルビーデジタル EX をさらに進化させて、独立したヴラウ 
ンドバック 2 ch を作り出し、最大7.1か1再生び可能になり 
ました。今まで1；(上に自然でシームレスな移動感、滑らかで 
包み込むような、音楽および映画ヴウンドを体験でさます。 
本機にはプ□□ジック IIx の機能として、 2 ch ソースに対して 
は、 MOVIE モード（映画再生向き） / MUSIC モード（音楽 
再生向き） / PR 日 LOG にモード、己 Ich マルチ ch ソース 
に対しては Dolby Digital EX モード（映画再生向き） / MU - 
S にモード（音楽再生向さ）を用意しており、お好みに合わ 
せて切り替えることび巧能です。 

サラウンドバックチヤンネルモードび日 FF 設定またはヴラウ 
ンドバックスピーカーび「無し」に設定されている場合は自 
動的に従来のプ□□ジック II モードになります。 

■ 2 ch ソースに巧するプ□□ジックとプ□□ジック IIx の違い 


プ□□ジック IIx 製品は、プ□□ジック IIx の持つ様々な 
機能を、選択して搭載することび巧能です。プ□□ジック 
IIx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でも、必ずしを 
全く同じ機能を持っているとは限らないことにごを意くだ 
さい。 


DTS Neo :6 再を 

DTS 社によって開発された、デジタル-アナ□グを含むすべ 
ての 2 ch ソースを6.日 ch サラウンドにするマト IJ ックスデ 
コード技術です。映画ソースの再生に適した CINEMA モード 
と音楽ソースの再生に適した MUSIC モードびあります。 

デコード 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの圧縮された 
デジタル信号を解凍して再生することです (2 ch 信号をドル 
ビープ□□ジック II 再生することをマト U ックスデコードと呼 
ぶことびあります)。 


因メモ 

▼ 本機は「6.]再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digi ¬ 
tal Surround EX ) を自動検出しますび、それらの技 
術を用いて上映された映画でも、 DVD 化の際にこの 
検出信号を収録していないをのびあります。この場合 
は手動で最適なモードに変更してください 。 Surround 
EX 技術により製作された映画の U ストは各ウェブヴ 
イトでご覽になれます。 

[上映映画リスト： http://www.clQlby.com/] 

[DVD タイトルリスト： http://www.thx.com/] 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 

プ□□ジック IIx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Digital 
己. Ich ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4.1 ch 

/ヴラウンド、 

V モノラル ノ 

己 . Ich 

/ヴラウンド、 

V ステレオ ノ 

巨. Ich または 7 .Ich 

い1就たク、) 

ス了レオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チャンネル 
フルバンド 

全チャンネル 
フルバンド 
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保証と アフターサービス 


仕様 


その化 


保註書(別添) 


才ーデイオ部 


保証書は、必ず「販売店名 • 購入曰」などの記入を確かめて販 
売店から受け取っていたださ、内容をよくお読みのうえ、大 
切に保管してください。 


保証期間はご購入曰か51年間です。 


捕修用性能部品の最低保有期間 


当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後最低8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を維持す 
るために必要な部品です。 


修理に関ずるご質巧、ご相談 


お買い上げの販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご 
贈答品などで販売店に修理の依頼びでさない場合は修理受付 
センターにご相談ください。 


修理を依おされるとを 


『故障かな？と思ったら』(己6〜己9ぺージ)に従って調べてい 
たださ、なお異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜いてか 
ら、お買い上げの販売店へご依頼ください。 


連絡していただをたい巧客 


• 商品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
• 型番： VSA - C 己02 
-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容(でさるだけ詳しく) 
• ご住所 
• お名前 
-電話番号 
• 言ち問ご希胡日 

-ご自宅までの遵慣と目標涯物や公園など) 


保訂吗間中は… 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に記載さ 
れている当社の保証規定に基づさ修理いたします。 

保証期間び過ざているとをは… 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により有料で 
修理いたします。 


実用最大出力 ( JEITA 、 IkHz 、 10%、巨が 

フロント . 100 W/CH 


センター . 100 W 

サラウンド . 100 W/CH 

サラウンドバック . 100 W 

入力端子(感度/インピーダンス） 

. S 日日 mV /47 kQ 

出力端子(レベル/インピーダンス） 

DVR/VTR . 200 mV /2.2 kQ 


ビデオ部 

入力端子(感度/インピーダンス） 

. 1 Vp - p /7 己 Q 

出力端子(レベル/インピーダンス） 

DVR / VTR , 日央像(テレビへ） . 1 Vp - p /7 己 Q 


電源部•その他 

電源 . AC 100 V 、己0/60 Hz 

消費電力 . 210 W 

スタンバイ時消費電力 .0.3 W 

外形寸法 . 42日(幅) X 7日(高さ) X 383(奥行 ） mm 

質量 .6.7 kg 


付属品 


U モつン . 1 

MCACC 設定用マイク . 1 

マイクスタンド . 1 

単3形乾電池 ( R 6 P ). 2 

スピーカーコード ラベル . 1 

取扱説明書(本書） . 1 

ホームシアター入門 . 1 

保証書 . 1 


夕 仕様およびが観は改良のため予告なく変更することびあり 


ます。 


そ 

の 

他 
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その化 


故障かな？と思った5 


思ったとおりに動かないと思ったときはじ(下を確認してみてください。案外簡単なミスや勘違いをしていることもあります。ま 
た、本機外に原因びある場合も考えられますので、ご使用中の他の機器や、同時に使用している電気機具もあわせてご確認 
ください。それでも正常に動作しない場合は『保証とアフターサービス』(己己ページ）をお読みのうえ、販売店に点検(有料)を 
ご依頼ください。 

r 音が出ない J とまは、まずが下の①⑤を確認してください! 

のテストトーンを出力する (36 ページ） 

接続したすべてのスピーカーからテスト I ンが一という音)び出力されているか確認してください。テスト I ンび出力 
されないスピーカーびあるとさは、接続を見直し、『スピーカーの設定』(4日〜41ページ)を確認してください。 

( D フォーマットインジケーターを確認する (22 ぺージ） 

フォーマットインジケーターで「音び出る設定になっているスピーカー」と「入力している圧縮音声信号」を確認してくだ 
さい。思ったとおりに音び出ていないとさは、下のページをご覽ください。 

『入力機器の設定を確認する』 (22 ページ） 

『1」スニングモードの種類と効果について』 (27 〜28ぺージ） 


すべてのスピーカーから音び出る設定となっていて、マル 
チチヤンネ J レ信号を入力している状態のフオーマットイン 
ジケーター 



上記①⑤を確認しても音が出ないときは、な下か560ぺージをご覽ください! 

電源が入6ないまたは電源が自動的に切れる 


症状 

原因 

対策 

「 OVERLOAD 」 と点滅 
表示され、自動的に電源 
び切れる。 

-音量び大さすざる。 

• スピーカーコードびシヨート(接角ち)して 
いる。 

. 音量をルさくしてから電源を入れ直してください。 

• スピーカーコードのお線を再度しっかりねじり直して、スピーカー端 
テからはみ出ないよラに接続してください。 

自動的に電源び切れる。 

-本体後面部の放熱孔から異物び混入して、 
放熱ファンの異常び検出された。 

-本機内部の温度び許容値を超えた。 

• 放熱ファンの故障です。 

-本機の故障です。 

• 異物を取り除いてください。約10秒！; LtOSTANDBY / 日 N ボタンを 
押すと再度電源び日 N になります。 

• 風通しを良くしてください。約10秒じ LbOSTANDBY / 日 N ボタンを 
巧すと再度電源び日 N になります。 

• 修理を依頼してください (5 日ページ)。 

-すぐに本機の使用を中止して、電源コードを抜さ、修理を依頼してく 
ださい(已日ページ)。この症状び起さたあとは電源の日 N / OFF を繰り 
返さないでください。 

「AMP ERR 」 と点滅して 
自動的に電源び切れる。 

本機の故障です。 

すみやかに使用を停止し、電源コードを抜いたあとに修理を依頼してくださ 
しんこの症状び起きた後に電源の日 N / 日 FF を繰り返さないでください。 


音げ化なかつた0、ノイズび出るとを 


症状 

原因 

巧策 

音び出ない。 

-入力を再生機器に合わせていない。 

• 入力切換つまみ (INPUT SELECT 日 R ) で入力を再生機器に合わせて 
<ださい。 


. 音声び一時的に消音(三 ユー ト)されてい 
る。 

• 音量びルさくなっている。 

- U モコンの消音ボタンを押してください。 


• 音量つまみ (MASTER VOLUM 口で音量を調節してください。 


-接続したコード/ケースレび端子から外 
れているまたは接続び間違っている。 

• 接続を確認してください。 


• スピーカーコードびシヨート腊舰して 

• スピーカーコードのお線をしっかりとねじり、スピーカーコードの接 


いる。 

続をやり直してください。 


• 接続したコード/ケーブルや端子のピン 
プラグびミちれている。 

-ちれを拭さ取ってください。 
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その化 


症状 

原因 

巧策 

デジタル接続している機 
器から音び出ない。また 
はノイズび出る。 

• DVD プレーヤーのデジタル出力の設定 
びオフに設定されている。 

• CD - R 日 M などのデータ信号を入力して 
いる。 

• SACD はデジタル出力でさません。 

• DVD オーディオまたは SACD のマル 
チチャンネル音声はデジタル出力され 
ません。 

• DVD オーディオ 2 ch 音声でちデジタ 
ル出力でさないソフトもあります。 

• DVD プレーヤーのデジタル出力の設定をオンに設定してください。 

-本機はデータ信号に対応していません。 

• 己. Ich アナ□グ音声接続してください (1 己ページ)。 

• 已 . Ich アナ□グ音声接続してください (1 己ページ)。 

フ□ント左/ちスピー 
カー(チヤンネル)から音 
び出ない。 

フ□ント左/ちのスピーカーの音量(チャ 
ンネルレべル)び左/ちいずれかに偏って 
いる。 

フ□ント左/ちのスピーカーの音量(チャンネルレベル)を調整してくださ 
い (3 曰ぺージ)。 

センター、サラウンド、ま 
たはサラウンドバックス 
ピーカーから音び出な 
い。 

• スピーカーび「一撫し)」に設定されて 
いる。 

• 各スピーカーの出カレベルび下がって 
いる。 

• スピーカーの接続び外れている。また 
は接続を間違えている。 

• スピーカーを正しく設定してください (40 〜41ページ)。 

• スピーカーのレベルを上げてください (3 曰ページ)。 

• スピーカーを正しく接続してください。 


• 2 ch 出力の U スニングモード(「ステレ 
才」など)を選んでいる。 

-再生しているソフトやテレビ放送の音 
声び 2 ch 分しか入っていない。 

• サラウンドバックか!モードび日 FF に設 
定されている。 

• 「6.1再生検出信号」の収録されていな 
いソースをサラウンドバックかモード 
「 AUTO 」 で再生している。 

-入力信号の種類と U スニングモードの 
関係び間違っている。 

-マルチチャンネルの U スニングモード(「サラウンド」など)を選んでく 
ださい。 

• 入力信号の種類にかかわらず、常にマルチチャンネル音声を聴さたい 
とさは、マルチチャンネルの U スニングモード(「サラウンド」など)を 
選んでください。 

• サラウンドバックかモード日 N または AUT 日に設定する (32 ページ)。 

•サラウンドバックかモードを日 N に設定してください (32 ページ)。 

•『 U スニングモードの種類と効果について』 (27 〜28ぺージ)をご覧に 
なり、入力信号に合った U スニングモードを選んでください。 

ヴブウーファーから音び 
出ない。 

• サブウーファーから音び出ない設定に 
なっている。 

• ヴブウーファーの出カレベルび下びっ 
ている。 

• ヴブウーファー本体のボ IJ ュームびル 
さい。 

• LFE アッテネータび「日 FF 」 に設定され 
ている。 

• 接続び外れている。 

-「サウンドモード」の「マナー」を選ん 
でいる。 

• 『サブウーファーの設定』 (41 ページ)を「日 FF(SUBWF —)」!；(がに設 
定する。または、「スピーカーの設定」 (40 ページ)でフ□ントスピー 
力一を 「ルが)」に設定する。 

• サブウーファーの出カレベルを上げる (3 曰ページ)。 

• ヴブウーファー本体の音量を大さくする。 

• 「0服」または「一10服」に設定する。 『 LFE アッテネータの設定』 
(42 ぺージ)をご覧ください。 

-サブウーファーを正しく接続してください。 

-「マナー」を解除してください (30 ページ)。 

ドルビーデジタルや 
DTS 音声などで収録さ 
れているソフトを再生し 
ても音び出ない。または 
ノイズび出る。 

• デジタル音声接続び外れて、アナ□グ 
音声び入力されている ( 皿 / DTS インジ 
ケーター消な)。 

• DVD プレーヤーから DTS 音声び出力 
されていない。または DTS 出力び「才 
フ」に設定されている。 

• デジタル音声の出カレベルび低い(出力 
レベル調整機能び付いている CD プ 
レーヤーなどのとさ)。 

• 音声入力び「アナ□グ ( ANA )」 に設定さ 
れている。 

-再生機器と正しくデジタル音声接続してください。 

• DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、 DTS 出力のをオンに設 
定してください。 

-再生機器のデジタ J レ音声の出カレべ>1レを上げてください。 

•音声入力を「デジタルのに)」に切り換えてください (23 ページ)。 

DTS CD をプレーヤー 
でサーチするとノイズび 
出る。 

サーチ中に含まれるデジタル情報を読み 
取ってしまう。 

これは故障ではありません。サーチ中は本機の音量をルさくして、ス 
ピーカーから出る音を抑えてください。 

DVR / VTR 音声出力か 
ら電源スタンバイ中に歪 
んだ音び出る。 

内部回路の電源びオフになっているためで 
す。 

これは故障ではありません。電源を日 N にしてお使いください。 

音び歪む。 

-音量び大さすざる。 

• アナ□グ音声の入カレベルび大さすざる。 

. 本機の音量を小さくしてください。 

•インプットアッテネータを 「 ON 」 に設定してください (4 已ぺージ)。 

スピーカーから低音び出 
ない。 

• スピーカーび「ルが)」に設定されてい 
る。 

-低音域を再生することびでさないス 
ピーカーを接続している。 

•スピーカーを「大 ( L )」 に設定してください (40 〜41ページ)。 

• スピーカーを変える。 
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その化 


症状 

原因 

巧策 

発振している(異常な音び 
出るまたは映像び乱れる)。 

本機と接続した機器の間にループびでさ 
ている。 

接続を変える。またはテレビの入力を切り換えてください。 

映像び乱れる、または力 
セットデッキにノイズび 
人る。 

本機と干渉している。 

本機またはカセットデッキの設置場所を変えてください。 

デュアルモノを設定して 
も巨 S デジタル放送の二 
力国語音声び切り換わら 
ない。 

番組びデュアルモノ音声の放送でない(ス 
テレオの二力国語放送など)。 

デュアルモノの設定は、入力される音声びデュアルモノラルフオーマッ 
卜のとさのみ有効です。デュアルモノラルフオーマットじ(外の音声のと 
さは、 BS デジタルチューナー(テレビ)側で切り換えてください。 

本機を通して録画したま 
組の音声び録音されてい 
ない。 

本機と入力を選んでいた機器びデジタル音 
声ケーブルでしか接続されていなかった。 

デジタル音声信号は VTR 端子からは出力されません。アナ□グ音声ケー 
ブルでを接続してください。 

本機を通して録音した音 
びスピーカーから出て< 
る音と違ラ。 

VTR 端子からはアナ□グ音声端子から入 
力された音声びそのまま出力されるため。 


テスト1-ーンび出ないス 
ピーカーびある。 

• 接続び外れている。 

• スピーカーび「無し」に設定されている。 

• 正しく接続してください。 

• スピーカーを正しく設定してください (40 〜41ページ)。 

DVD オーディオを再生 
したび 2 ch にダウンミッ 
クスされているよラな音 
になっている。 

音声入力(日.1 CH ) 端テで接続したもので 
はない信号を再生しています（デジタル 
PCM 出力など)。 

音声入力(日.1 CH ) 端子の接続を再確認して、音声信号切換ボタンで音声 
入力信号を選択してください (23 ページ)。 

特定のスピーカーから音 
び出ない。 

•スピーカーシステムの設定び「無し 
(-)」になっています。 

• スピーカーの接続び外れています。 

• ソフトのサウンドトラックび意図的に 
そのように録音されています。 

• スピーカーの出カレベルの設定び小さ 
くなっています。 

• スピーカーシステムの設定を修正してください (40 〜41ページ)。 

• スピーカーの接続を確認してください (18 ページ)。 

• ADVANCED SURROUND モードを選択すると効果音のみ出力され 
る場合びあります。 

• スピーカーの出カレベルの設定を上げてください (3 已ページ)。 

マルチチヤンネル音声び 
出力されない 

• DVD プレーヤーアナ□グ音声出力の設定 
び正しくない。 

-本機の音声入力信号び正しく設定されて 
いない。 

• SACD (ハイブ U ット SACD ) の 2 ch エ U 
ア/マルチ Chiu アの設定び正しくない。 

• DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、正しく設定してくださ 
い。 

• 音声入力信号の切り換えを正しく行ってください (2 3ページ)。 

• DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、正しく設定してくださ 
い。 


映像び出ないまたはなれるとを 


症状 

原因 

巧策 

本機の入力を合わせてを 
映像び出ない。 

-入力機器およびテレビとの接続に異な 
る形状の映像ケーブルを使用している。 

-入力機器の映像出力び正しく設定され 
ていない。 

•テレビを S 映像端テと映像端テの両方 
で接続しているため、テレビ側で S 映像 
入力を優先している。 

-同じ形状の映像ケーブルで入力機器およびテレビを接続してください 
(13ぺージ)。 

-入力機器の取扱説明書をご覧になり、正しい映像出力に設定してくだ 
さい。 

-テレビの取扱説明書をご覧になり、正しく接続してください。 

録画でさない。 

入力機器の映像出力を S 映像端子または 
D 映像端テのみで接続している。 

映像端子ち接続して < ださい。 

映像び乱れる。 

本機と他機器(カセットデッキ)び干渉して 
いる。 

本機または他機器の設置場所を変えてください。 


インジケーターげ点なしないまたは違弓インジケーターげ点なするとを 


症状 

原因 

巧策 

圧縮デジタル*のソフト 
を再生してちすベてのプ 
□グラムフオーマツトイ 
ンジケーターび点灯しな 
い。 

収録フオーマツトび己.1かになっていま 
す(または「6.1再生検出信号」対応ではあ 
りません)。 

故障ではありません。再生しているソフトのパッケージをご確認くださ 
い(己3ページ)。 

圧縮デジタル*のソフト 
を再生してを Pro Logic 
(または Neo :6) 表示にな 
る。 

• デジタル信号び入力されていません。 

• ソフトの音声び 2 ch フオーマツトです。 

• ドルビーサラウンドエンコードされた 
ソフトです。 

. 音声信号切換ボタンで「アナ□グ ( ANA )」 または「デジタル ( D に)」を 
選んでください (23 ページ)。 

• 故障ではありません。再生しているソフトのパッケージをご確認ください。 

• 故障ではありません。再生しているソフトのパッケージをご確認ください 
(已3ページ)。 
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その化 


症状 

原因 

対策 

Surround EX (または 
DTS ES ) ソフトなのに、 
AUT 日でち EX (または 
ES ) デコードしない。 

「6.1再生検出信号」び記録されていませ 
ん(劇場公開時と DVD 収録時はまれに違 
ラ場合びあります)。 

サラウンドバックモードを日 N にしてください。 

ドルビーデジタルまたは 
DTS などの DVD ソフト 
を再生しているとさにデ 
コードのインジケーター 
び点なしない。または違 
ラインジケーターび点灯 
する。 

• 再生機器び停止または一時停止している。 

-再生機器の音声出力び間違って設定され 
ている。 

• 再生しているソフトの音声出力び間違っ 
て設定されている。 

• ドルビーデジタルまたは DTS で収録され 
ていない部分を再生している(メニュー画 
面など)。 

-再生機器の再生を開始する。 

-再生機器の音声出力を正しく設定する。 

• 再生している DVD ソフトの音声出力を正しく設定する。 

• ドルビーデジタルまたは DTS で収録されている音声を再生していると 
さのみインジケーターび点灯します。 

BS デジタル放送をデジ 
タル音声で聴いていると 
さに AAC インジケー 
ターび点灯しない。 

• BS デジタルチューナー(または BS デジ 
タルチューナー内蔵テレビ)の音声出力 
を PCM に設定している。 

• BS デジタルチューナーの取扱説明書をご覧になり、 MPEG ( AAC ) 音 
声び出力されるように設定する。 

DVD オーディオを再生す 
るとプレーヤーには 96 kHz 
と表示されるび、本機では 
表示されない。 

音声入力 (5. 1 CH ) 端テはアナ□グ入力端 
テなので、デジタル情報を表示すること 
はでさません。 

故障ではありません。 DVD プレーヤーの取扱説明書ちご覧ください。 

96 kHz のソフト ( DTS 96/ 
24を含む)を再生してち 
表示び 96 l < Hz にならな 
い。 

• U スニングモードび適切でない。 

-ヴウンドモードび設定されている。 

•ソフトに応じた U スニングモードを選んでください (27 〜29ページ)。 
•サウンドモードを 「 OFF 」 にしてください (30 ぺージ)。 


その他 


症状 

原因 

対策 

U モコンで操作でさな 
い。 

- U モコンび違ラ機器の操作モードに 
なつている。 

-操作したい機器の U モコンコードび呼 
び出されていない。 

• リモコンの電池び消耗している。 

•本体との距離び離れすざている。 U モ 
コンを向けている角度び範囲外である。 

• U モコンと U モコン受光部の間に信号 
を遮る障害物びある。 

• 堂光灯などの強い光び IJ モコン受光部 
に当につている。 

• 本機のコント□ール入力端テにコード 
び接続されている。 

• リモコンの操作モードを切り換える (49 ページ） 

• プ U セツトコードを設定する(已〇ページ） 

• 電池を交換する (7 ページ)。 

•本体 U モコン受光部から 7 m し^内、左ち30°の範囲で操作してくだ 
さい (1 1ページ)。 

-障害物を取り除いてください。または、操作する場所を変えてくださ 
い。 

- U モコン受光部に光び直接当たらないよラにしてください。 

-コント□ール出力端子のみに接続した機器に向けて U モコンを操作し 
てください。 

表示び暗いまたは明るす 
ざる。 

表示部の明るさの調整び適当でない。 

表示部の明るさを調整(ディマー)してください (34 ページ)。 

操作中のみ表示び点灯し 
て、操作後すぐに消灯し 
てしまラ。 

表示部の明るさび rOFFJ に設定されてい 
る。 

表示部の明るさを調整(ディマー）してください (34 ページ)。 

設定びすべて工場出荷時 
におつてしまつに。 

約1力月じ(上電源コードを抜いたままに 
していた。 

約1力月じ(上電源コードを抜いた状態にしておくと、設定び工場出荷時 
に戻ります。再度設定してください。 

U モコンの CH 還択ボタ 
ンを押しても選べないス 
ピーカーびある。 

• スピーカーげ 「無し」に設定されている。 

• 2 ch 出力の U スニングモード(「ステレオ」 
など)を選んでいる。 

• スピーカーを正しく設定してください (40 〜41ページ)。 

• マルチチヤンネルの U スニングモード(「サラウンド」など)を選んでく 
ださい (27 〜29ページ)。 


MCACC 設定がうまく いかない 


症状 

原因 

対策 

MCACC 設定を何度行っ 

てもエラー|しなな。 

部屋の測定環境び整っていません。 

ミち意事項に従って部屋の測定環境を整えてから設定を行ってください。 

測定結果のサブウー 
ファーの距離び実際の距 
離より長い。 

サブウーファーの内部□ーパスフィル 
ターの遅延特性の影響で再生音にディレ 
イびかかっています。 

MCACC では、こういった遅延特性を考慮したうえで距離を特定して正 
確なディレイ時間を設定するようにしています。 

スピーカーの「大」、「ル」 
設定び誤った設定にな 
る。 

ちに聴こえにくい周波数の騒音びありま 
す。 

エアコンなどモーターを使用した機器の電源を切ってみてください。ま 
たは、設置環境の影響を受けています。 

部屋は静かなのに 「 N 日旧 Y !」 
と表示されてしまう。 

ちに聴こえない(または慣れてしまった)騒 
音源びあるかもしれません。 

エアコンなどのモーターを使用した機器や TV モニター、超音波ねずみ 
駆除装置などの電源を一時的に OFF にするか、遠ざけるなどの処置を 
行ってみてください。 


そ 

の 

他 
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目的別索引 


「目的体機でやりたいこと)」から詳細び載っているぺージを探してください。 


目的 

巧応している項目 一 ぺージ 

再生 

2つのフ□ントスピーカーから音を出したい(ス 
テレオ再生)。 

再生する(基本再生)^21ページ 

U スニングモードの種類と効果について一27〜28ページ 

サラウンドに関する設 
定(システム設定） 

3つし:^上のスピーカーから音を出したい(マルチ 
チャンネルサラウンド再生)。 

再生する(基本再生)^21ページ 

U スニングモードの種類と効果について一27〜2目ページ 

スピーカーの接続の有無や大ささ(大/ル)を設定 
したい。 

スピーカーの設定について一37〜38ページ 

音量調節 

視聴位置 ( U スニングポジション)からスピー 
カーまでの距離を設定したい。 

スピーカーまでの距離の設定について一38ぺージ 

一時的に音を消したい。 

一時的に音を消す(三ュート)一34ページ 

スピーカの音量を個別に調節したい。 

特定の各スピーカーの音量を調節する(チャンネルレベル) 一35ページ 

音質 

アナ□グ音声を聴いているとさの音の歪みを少 
なくしたい。 

インプットアッテネータの設定一4己ページ 

ドルビーデジタルまたは DTS 音声で収録されて 
いるソフトを聴いているとさの歪みを少なくし 
たい ( LFE 成分によって発生した歪みを低減した 
い)。 

LFE アッテネータの設定一42ページ 

再生するソフトのジャンルに合わせてサウンド 
を選びたい。 

U スニングモードの種類と効果について一27〜28ページ 
ヴウンドモードの種類と効果について一30ページ 

ノ」\さな音で視聴しているとさの聴さ取りにく 
い音(セ U フなど)を聴さとりやすくしたい。 

ヴウンドモードの種類と効果について一30ページ 
ダイナミックレンジコント□->1レの設定一44ページ 

高音や低音を和らげたい。 

U スニングモードの種類と効果について一27〜28ページ 
ヴウンドモードの種類と効果について一30ページ 

低音を大さくしたい。 

U スニングモードの種類と効果について一27〜28ページ 
ヴウンドモードの種類と効果について一30ページ 

周波数特性 

サブウーファーから何 Hz し^下の低音を出すか設 
定したい。 

サブウーファーの設定一41ページ 

ユーヴー 設定 

表示部の明るさを調整したい。 

表示部の明るさを調整する^34ページ 

U モつン 

接続している機器を操作したい。 

付属の U モコンで他機器を操作する(操作モードの切換)一49ページ 

接続しているノ くイオニアじ(外の機器を付属の 

U モコンで操作したい。 

プ U セットコードを設定する（リモコンの呼び出し)^已〇ぺージ 

U モコンの設定を工場出荷時に戻したい。 

U モコンの設定を工場出荷時に戻す一曰2ページ 

その他 

すべての設定を買ったとさと同じ状態にしたい。 

すべての設定をエ場出荷時の状態に戻す^ 48ページ 
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用語別索引 


あ巧 

アドバンスドサラウンド…2目 
アドバンスドムービー…28 
アドバンスドミュージック…28 
インプットアッテネータ…39 
映像端子…13 
S2 映像端子…13 
エキスパンデッド…28 
MCACC 設定…24 
MPEG(MPEG-2 AAC)... 己3 
LFE アッテネータ…3吕 
才ート ...27 
音声記録方式…己3 
音声信号切換…23 

方、巧 

ゲーム…28 

工場出荷時の設定…48、己2 
コント□-ル端子…13、19、20 

さ巧 

サウンドモード…30 

サブウーファーの設定…38 

サブウーファーまでの距離…38 

サラウンドスピーカーの設定…38 

サラウンドバックスピーカーの設定…38 

サラウンドモード…29 

システム設定…37 

重低音…30 

消音(三ュート)…34 

仕様…己已 

ステレオ…28 

ステレオ再生…28 

スピーカーの設定… 37〜38、40〜41 
スピーカーまでの 距離…38 
ス IJ ープ タイマー…34 
設昼..目 

センタースピーカーの設定…38 
操作モード…49 

た巧 

ダイナミックレンジコント□-ル…39 
ダイア□グエン八ンスメントモード…31 


チャンネルレベル…3己 
ディマー (DIMMER). ..34 
TV コント□-ル…49〜己〇 
TV サラウンド…28 
DTS... 己3 
デコード…已4 
テストトーン…36 
デュアルモノ…39 
電ミ庐 一I— ド...2。 

同軸デジタ>1レ端テの入力切換設定…39 
ドルビーデジタル…己3 
ドルビープ□□ジック…27、己4 
ドルビープ□□ジック llx’-27、 己4 

な巧 

入力切換…21 

は巧 

バーチャル…28 

バーチャルサラウンドバック…32 
光デジタル端子入力切換設定…39 
巨 S デジタルチューナー…1目 
PCM... 己3 
付属品…7 
ブライト…30 

プ U セットコードの設定…已〇 
プ U セットコード U スト…己2 
フ□ントスピーカーの設定…38 
へッ ドホン…3己 
へッ ドホンサラウンド…28 
放熱…8 

ま巧 

マナー•••〇〇 

マルチチャンネルサラウンド再生…己4 
ミッドナイト…30 
ミュート ...34 

5巧 

U スニングモード…27 
U セット 

本機の各種設定…48 
U モコンのプ U セットコード…己2 

6-ch STEREO. ..28 


表示部 

AUTO …29 

ADV.M0VIE---28 

ADV.MUS に… 2 目 

巨 R に HT...30 

chi ...44 

COAX DVD. ..4 己 

DIAL 日 G... 31 

DRC 日 FF...44 

DVD:3...4 目 

EXPANDED. ..28 

GAME. ..2 目 

IN.ATT 日 FF...4 己 

LFEATT 0...42 

MANNER. ..30 

MIDNIGHT-30 

MUTING. ..34 

OK り).. .48 

OPTl DVR. ..4已 

PHONES IN. ..3 己 

PHONES SURROUND. ..28 

RESET?. ..4 目 

S.BASS...30 

SEL5.1ch---23 

SELANA...23 

SELAUT 日... 23 

SELD に... 23 

SLEEP 90. ..34 

SPORTS. ..2吕 

SR+ 日 FF...4 目 

SR+ 日 N...47 

STEREO. ..2吕 

SUBWF 100 ...41 

TV SURR....28 

V 旧 TUAL...28 

VOL じ日 FF...46 

VS 巨 日 N...33 

6-STEREO. ..28 


U モコン…10 



お手入れについて 


音のエチケット 

虹 


通常は柔らかい布で空}式さしてください。巧れ 


楽しいき楽も日お場所にわては気になるも 

びひどい場合は水で己〜6倍に薄めた中性洗剤に 


のです。隣近所への思いやりを十分にいたし 


柔らかい布を浸してよく絞った後、巧れを}式さ 


ましよう。 


取り、その後乾いた布で}式いてください。アル 


ステレオの音量は、あなたの必びけ次第で大 


コール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付 


さくをルさくをなります。 


着すると、印刷、塗装などびはげることびあり 


とくに静かな夜間には小さな音でを通りやす 


ますのでご注意ください。また、化学ぞうさん 


いちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を 


等をお使いの場合は、化学ぞラさん等に添付の 


配りましよラ。近所へ音び漏れないように窓 


ミ主意事項をよくお読みください。 


を閉め、お互いに必を配り、快い生活環境を 
守りましよう。 


そ 

の 

他 
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修理のご相談/修理についてのおおいをわせ窓口 


パイオニア製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理についてはお買い求めの販売店へご依頼く 
ださい。万一お困りの場合は、窓□(裏表紙)へご相談くださるようお願いいたします。 


サー ビス ステー シヨン U スト 

サービスステーションへの電話は、修理受付センター(裏表紙)でお受けします。 
(ミ中縄県のちは沖縄サービスステーション(裏表紙)でお受けします） 


•北海道地区 

札幌サービスセンター 

FAX 

011-61] -已 694 

受付月〜金 9: 

干 064 -0822 

3 日〜] 8 :日日（± •曰•祝-弊社休日は除く） 

札幌市中央区北 2 菜西 2 日- 1-3 クワヴワビル 

旭川サービス認定店 

FAX 

0] 66 -已已 -7207 

干 070 -083] 

旭川市旭町]菜 1 T 目 438-89 

帯広サービス認定店 

FAX 

0] 已已 -23-77 已 7 

干 080 -00] 已 

帯広市西曰条南 28 T 目]- 1 

函館サービス認定店 

FAX 

0138-40-6473 

干 041-08]] 

函館市富岡町 2-18-7 


•東北地区 



受付月〜金 9: 

3 日〜] 8 : 日 0 (± •曰•祝-弊社休日は除く） 

仙台サービスステーション 

FAX 

022 -37 己- 4996 

干 981-3121 

仙台市泉区上谷刈石田 2 日 

山形サービス認定店 

FAX 

日 23-6] 己- 1627 

干 990-0023 

山形市松波]- 8- 17 

盛岡サービスステーション 

FAX 

0] 9-6 已 9-316 已 

干 020 -00 己] 

盛岡市下太田下川原]已 3-] 

青森サービス認定店 

FAX 

0] 7-73 己- 2438 

干 030 -082] 

青森市勝田 2-16-10 

八戸サービス認定店 

FAX 

0] 78-44-33 己] 

干 03]-0802 

八戸市ル中野 4-3-34 

秋田サービス認定店 

FAX 

018-869-7401 

干 0] 0-0802 

秋田市外旭川字梶の目 346-] 

郡山サービスステーション 

FAX 

日 24-939- 1372 

干 963-8861 

郡山市鶴見坦] -9-2 已クレールアヴ エニユー 
伊藤第 2 ビル 


•関東-甲信越地区 受付月〜 ± 9: 30 〜] 8: 日日（曰•祝•弊社休日は除く） 

世田谷サービスステーション FAX 日 3-34] 9-4234 干 1 已 己-日日32 世田咨区代沢 4-2 已 -9 

墨田サービスステーション FAX 03-3621-7610 干] 3日-日日]] 墨田区石原 4-27-9 中島に八 イツ] F 

城北サービスステーション FAX 日 3-3 已已 日-362 已 干] 7己-日日83 板橋区徳丸 4-1 1 -1 4 

多摩サービスステーション FAX 日42 -已 24 -已 947 干] 9日-日日日3 立川市栄町 4-18-1 エクセル 立川 1 F 

新潟サービスステーション FAX 日2 已 -24T-1879 干 9 已 日-日9]3 新潟市鐘]-己- 23 

佐渡ヴービス指定店横山電機商会 FAX 日2 已 9-63-34 日日 干 9 已 2-1 2日9 佐渡郡金井町千種 11 已 8-] 

千葉サービスセンター FAX 日 43-2 日 7-2 已已已 干 263-日日1 已千葉市稲毛区作草部] 369-] 椎の実八イツ] F 

つ< ばサービス認、定店 FAX 日298 -已 8-1 369 干 3日己-日日4 已 つく ば市梅園 2-2-6 

水戸サービス認定店 FAX 029-248-1306 干 3] 日-日844 水戸市住吉巧 307-4 

埼玉サービスセンター FAX 日 48-6 己]- 8日3日 干 33日-日日38 さいた ま 市北区宮原町 1 -3 1日-1 

J II 越サービス言忍定店 FAX 日 49-233-6 已 8] 干 3 已 日-日8日4 J II 越市下広谷 1 128-1 1 

宇都宮サービス認定店 FAX 028-657-5882 干 321-日 9] 2 宇都宮市石井町 3373-] 

群馬 サービス 認定店 FAX 日27日- 22-1 8 已 9 干 372-日8日1 伊勢崎市宮テ巧]] 91 -1 7 パ サージ ュ 808 

伊勢崎] 01号 

ネ申奈川サービスセンター FAX 日4 己- 943-3788 干 224-日日37 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベル デュール 茅ヶ崎 

横ミ兵北サービス認定店 FAX 日4 己- 943-3] 已已 干 224-日日36 横お市都筑区勝田南]- 1 9- 17 

厚木 サービス 認定店 FAX 046-224-7724 干243-日8日7 厚木市金田 339-1 金田コ ーポフ□ンテア2日] 

兰宅島ヴービス指定店勝見電機 TEL 日 4994 -6- 1246 干 100-1211 兰宅村大字坪田 

松本 サービスステーション FAX 0263-48-2768 干 39日-日8 已 2 松本市大字島立] 8日-己 

長野サービス認定店 FAX 日 26-229 -已 2 已日 干 38日-日93 已長野市中御所]- 24 

甲府 サービス 認定店 FAX 日已已 -228-8 日日3 干 4日日-日日3 已甲府市飯田 4-9-1 4 


•中部地区 



受付月〜金 9: 

3 0 〜] 8 : 0 0 (± •曰•祝-弊社休日は除く） 

名ち屋 サービスセンター 

FAX 

日已 2 -已 32-1148 

干 4 已 1-0063 

名ち屋市西区押切 2-8- 18 

津 サービス 認定店 

FAX 

〇已 9-2] 3-67] 2 

〒己] 4-082] 

津市重水日 22 -已 

岡崎 サービス 認定店 

FAX 

〇已 64-33-7080 

干 444-093 1 

岡崎市大和町字荒田 36-] 大和ビレッジ 目-1 

岐阜 サービス 認定店 

FAX 

〇已 8-274 -已 2 已 6 

干已〇 0-83 已 6 

岐阜市六条江ま 1-1-3 

静岡 サービスステーション 

FAX 

〇已 4-237 -已 69] 

干 422-8034 

静岡市高松] -6-5 

ミ召津 サービス 認定店 

FAX 

〇已已 9-2]-90 已〇 

干 4] 0-00 已 8 

ミ召津市お北町]- 14-26 

お松 サービス 認定店 

FAX 

日己 3-422- 14日] 

干 43 己- 0042 

ミ兵松市擦ヶ瀬町 41 已ビラモデルナ已号 

金沢 サービスステーション 

FAX 

076 -29]-642 已 

干 92]-8005 

金沢市間明町]- 13日 

富 山サービス 認定店 

FAX 

076 -42 己-3027 

干 939-821 1 

富 山 市二□町 1-7-] 

福井 サービス 認定店 

FAX 

日 776-27- 1768 

干 910-0001 

福井市大願寺 3 -已 -9 
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•関西地区 



受付月〜金9: 

大阪サービスセンター 

FAX 

06-63 已3-] ]4 已 

干已 30-003 已 

大阪南サービス認定店 

FAX 

0722 -7 己- 262 已 

干已 93-8322 

大阪北サービス認定店 

FAX 

06-64 已 3 -已 666 

干已 3]-0076 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742 -36-87] 3 

干 630-8132 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -46-3026 

干 641-0021 

京滋サービスステーション 

FAX 

07己- 682-7 176 

干60 ] -8448 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -已37已 

干620 -00 已已 

神戸サービスステーション 

FAX 

078 -2 己]-7173 

干6己]-0086 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-已] -26 已6 

干 671-0224 


3日〜] 8 :日日（± •曰•祝-弊社休日は除く） 

大阪市北区同む 2-1-26 

既市津义野町 ]-8- 1已 □ーズマンション ] F 

大阪市北区大淀中 3-9-4 

奈良市大森西巧21 -26 

和歌山市和歌浦ま 3-1-2 已 

京都市南区西九条豊田町 24-1 

福知山市擦尾新日 T 2-74 カマ八チマンション 

神戸市中央区磯上通り已 -1-1 3 

姫路市別所町佐 ±4-2 


•中国地区 

広島サービスステーション 

FAX 

082 -227-4866 

受付月〜金9: 

干 730-0013 

3 0〜] 8 : 日日（± •曰•祝-弊社休日は除く） 

広島市中区ノ VT 堀 2-3 ] 鴻池ビル 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834 -33 -已 7 已 9 

干74己-0006 

徳山市花富町 3- 1 ] 森広事務所 ] F 

福山サービス認定店 

FAX 

0849 -3]-279] 

干720 -08] 己 

福山市野上町 3-12-9 

岡山サービスステーション 

FAX 

086 -244-8748 

干700 -097 已 

岡山市今 8-1 己- 2] 

松江サービス認定店 

FAX 

08 已 2-22-7779 

干 690-0017 

松江市西ま田 4-5-40 (有）テクピット内 

鳥取サービス認定店 

FAX 

日 8 已 7-29-129 日 

干 680-0061 

鳥取市立川町已 -24 日-] 


参四国地区 



受付月〜金9: 

3 0〜] 8 : 日日（± •曰•祝-弊社休日は除く） 

高松サービスステーション 

FAX 

087-861-4841 

干 760-0078 

高松市今里町]- 16-1 

徳島サービス認定店 

FAX 

088 -669-6076 

干 770-8023 

徳島市勝占町中須 92-] 大おジョ U 力地下1階103号 

高知サービス認定店 

FAX 

088 -802-332] 

干780 -00 己] 

高知市愛若町 3-12-1 3晃栄ビル ] F 

松山サービス認定店 

FAX 

089 -9 己]-6270 

干 791-8067 

松山市ち兰津曰-1日-3曰商船ビル ] F 


•九州地区 

福岡サービスステーション 

FAX 

092 -4] 2-7460 

受付月〜金9: 

干 812-0016 

3 0〜] 8 : 日日（± •曰•祝-弊社休日は除く） 

福岡市博多区博多駅南 2-12-3 

博多サービス認定店 

FAX 

092 -461-1643 

干 812-0006 

福岡市博多区上牟田 2-6-7 

長崎サービス認定店 

FAX 

09 己- 849-4606 

干8已 2-8] 4已 

長崎市昭和1了目] 2-1 日ク U スタル八イツ平野 

熊本サービス認定店 

FAX 

096-331-3323 

干 862-0918 

熊本市花立曰 T 目 14-17 

大分サービス認定店 

FAX 

097-已 49-2420 

干 870-0889 

大分市大石町曰 T 目]-1 

北九州サービスステーション 

FAX 

093 -9 己！-] 748 

干 802-001 1 

北九州市ル倉北区重住 3- 1 -2 日 

鹿児島サービスステーション 

FAX 

099 -224-7692 

干 892-0841 

鹿児島市照国日 T 3-2 ] 第二大見ビル2 F 

宮崎サービス認定店 

FAX 

098己- 27-3] 36 

干 880-0821 

宮崎市浮城町98-] 


•沖縄地区 

ミ中縄サービスステーション 

TEL 

098-879-1910 

受付月〜金9 : 3日〜] 8 : 日日（± •曰•祝-弊社休日は除く） 

干9日 1-2] 22浦添市勢理客 4-18-1 トヨタマイカーセンタ ー3 F 


FAX 

日 98-879- 13已2 



修理窓口 -ご相談窓口の名称-所在地-電話番号は変更することびございますのでご了承ください。 


愛情点検 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすすめいたします。こんな症状はありませんか？ 
-電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 

-電源コードにさけめやひび割れびある。 

-電気び入ったり切れたりする。 

-本体か5異常な音、熱、臭いびする。 




ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧き、「保証とアフターサービス」 
(日日ぺージ)をお読みのうえ、，販売店に点検(有料)をご依頼ください。 


そ 

の 

他 
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ご相談窓 □ -修理窓□のご案内 


パイオニア製品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買いホめの販売店へ 
お問い合わせください。 

なお、修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思った!3』を1度ご覧になり、故障かどうかご 
確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入日③故障症げを具体的に、ご連絡ください。 

•ホームぺージ商品に関する「よくあるお問い合せ」 FAQ のご案内 http :// www . pioneer . co . jp / supp □け/ faq/i ndex.html 

<下記窓□へのお問い合わせの時のごを意>巿外局番「0070」で始まる y フ1」-九ン及び「0]20」で始まる^フ1」-グイ巾ルは、 PHS 、 携帯電話などからは、ご使用になれません。 
また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 

製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付 月曜〜金曜9:30〜] 7:日0、±曜■日曜-祝日9:3日〜] 2:00、]3:日〇〜] 7:00 (弊社休業日は除く） 


•カーオーデイオ/力ーナビゲーシヨン製品のご相談窓 □ 

一般電話 

•家庭用オーディオ/ビジュアル製品 （ PDP - DVD など）のご相談窓口 

一般電話 


♦カタ□グのご請求窓 □ 

カタ □ グ請巧とメー j レヴービス登録のご案内 
•ファックス受付 


U 0070 -80 日-818]-]] 

【一般電話】 03— 已496 — 8 日 1 日 
U 0070-800-8181-22 

【一般電話】 03 — 己 49 日一 298 日 
U 0070-800-8181-33 

http :// www . pioneer . co . jp / support/ctl 旨/ index.html 
03-3490 — 己 7] 8 


家庭用電話機に関するご相談窓 □ 

受付 月曜〜±曜■日曜■祝日9 : 3日〜17 : 3 0 (弊社休業日は除く） 

•パイオニアコミュニケーションズ（株）お客様相談室 

ま日本地区（埼玉県所お市） 04-2 9 49-5 131 西日本地区（大阪市）0日一日日 33 — 00 日9 ファックス 04 — 2949 -日已01 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入については、 部品受をセンター へお問い合わせください。 

部品受注センター 

受付 月曜〜金曜9:30〜] 8:00、±曜■日曜•祝日日： 30〜12:00、13:00〜] 7:00 (弊社休業日は除く） 

電話（フトダ'イヤル）画日] 20-已一810日日 ファックス（フリ-グイ村レ）函 0] 2 0 - 5 - 8 1 0 9 6 
-般電話 〇已 38-43-1] 日] 


修理についてのご相談窓 □ 

•お買い求めの販売店に修理の依頼が出来ない場合は、 修理受付センター へ(沖縄の方は、沖縄サービスステーションへ） 

修理受付センター 

受付 月曜〜金曜9:30〜20:00、±曜■日曜•祝日9:30〜12:00、13:日〇〜] 8:00 (弊社休業日は除く） 

電話口 J - グイがレ）^01 20-5-81 0 2 8 ファックス（フリ-ダ、イヤル）雨日12 0 - 5 - 8 10 2 9 
-般電話 03-日49日-2日23 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受付 月曜〜金曜9 : 3 0〜18 : 0 0 (±曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

-般電話 098-879-1 日] 0 ファックス 098-879-1 3日2 
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